
会 報（平成 年） 第 号





― 1 ―

も　　く　　じ

校　　歌………………………………………表紙裏
必 勝 歌……………………………………………
平成 年東京雄水会の集い次第………………… 
ご 挨 拶　  東京雄水会　会長　岸本　六蔵… 
秋商 ・ ・
 秋田商業高校　校長　進藤　　隆… 
活 動 報 告 ……………………………………… 
平成 年度収支決算報告書・監査報告書………
平成 ・ 年度活動方針…………………………
平成 年度収支予算（案）………………………
平成 年度秋田商業高校各クラブの主な成績…
夢の実現～ロンドンオリンピック ～
 高 期　佐藤　　滿…
昭和 年春……。元秋田商教諭　高山　修一…
俳句と私…………………高 期　小浜　一灯…
平成 年度東雄句会五句抄………………………
箱根駅伝と私……………高 期　阿部　一夫…
秋田、東京、ニューヨーク。還暦を目前に今思う！
 高 期　小林　陽一…

第 回雄球会ゴルフコンペ＜優勝ご報告＞
 高 期　橋本健四郎…
第 回雄球会ゴルフコンペに参加して
 高 期　槇　　光雄…
快晴・東雄ハイキング便り…
　　　　　　　　　　  高 期　石代　　強…
山本孝造さんを偲ぶ……高 期　佐藤　聰明…
甲子園観戦記　秋田大会で奇跡の大逆転、甲子園で
声高らかに校歌斉唱……高 期　阿部　信男…
「フレー・フレー秋田 !!」秋田ふるさと応援団
この一年……………応援団団長　武田　夏男…
けやき会活動報告………副会長　武田　夏男…
秋高連活動報告…………会　長　岸本　六蔵…
秋田商業高校　平成 年度の主な出来事………
東京雄水会会報 年の歴史………………………
東京雄水会会則……………………………………
慶弔規程・会報永久保存規程・会計処理規程………
役 員 名 簿 ………………………………………
物故者名簿・東京雄水会運営組織図・学校所在地 …
編 集 後 記 ………………………………………

◎広告掲載スポンサー紹介（ 音順）◎
秋商剣道部 東京支部一同 …

秋商卓球部 東京ＯＢ会 ……

秋　商　雄　球　会…………

秋 田 銀 行 東京支店  ………

鮨・活魚　う さ 美…………

Aターンプラザ秋田 ………

曹洞宗　永　明　寺…………

岡 宜 建 設 株式会社 ………

社会福祉法人オリーブの樹…

岸 本 管 財 株式会社 ………

甲子グリーン化建設株式会社…

株式会社ＫＭコーポレーション…

酒は天下の　太平山

　 小玉醸造株式会社 ………

稲庭うどん　銀座佐藤養助

　　　佐藤養助日比谷店……

三  州  株式会社 ……………

ジャパンメディアシステム（株） …

株式会社セレモ・ワールド …

有限会社　大和土地建物………

高萩ゴルフセンター…………

有限会社　田仲新聞店…………

千葉バーディクラブ…………

有限会社　光  商  事 ………

株式会社　ヒューマック……

ヤ  マ  ヨ  株式会社 ……………

ライフプランニング…………

菱 和 電 機  株式会社 …………



― 2 ―

平成 年東京雄水会の集い　次第
　　　　　　　　　　　　平成 年 月 日 （土） ： 　開会
　　　　　　　　　　　　於　霞ヶ関ビル 階   東海大学校友会館 

 司　会　　副会長（高 期） 　畑　澤　富美夫
 　　　　　副会長（高 期） 　伴　　　　　香

◎黙　　　　　祷
　開 会 の 挨 拶…………………………………………………………　司　　会　　者
　校　歌　斉　唱……………………（指　揮　遠藤武二＝高 期） 　全　　　　　員
　会　長　挨　拶………………………………東京雄水会　会　長　　岸　本　六　蔵

◎総　　　　　会
　報　告　事　項　⑴　平成 年度活動報告
　　　　　　　　　⑵　平成 年度収支決算報告
　　　　　　　　　⑶　監　 査　 報　 告
　審　議　事　項　⑴　平成 ・ 年度活動方針
　　　　　　　　　⑵　平成 年度収支予算案
　　　　　　　　　⑶　役員の一部改選案
　　　　　　　　　⑷　会  則  改  定  案
　　　　　　　　　⑸　そ 　　の　 　他

◎来　賓　紹　介…………………………………………………………　司　　会　　者
　来　賓　祝　辞………………………秋田商業高等学校　校　長 進　藤　　　隆　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　秋 商 雄 水 会　副会長 有　田　正　司　様
　　　　　　　　　　　　元　北秋田市立合川高等学校　校　長 武　藤　四　郎　様
　メッセージ・祝電披露…………………………………………………　司　　会　　者

◎講　　　　　演　演題 「 年東京オリンピック・パラリンピック
　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　招致の現状とオリンピックの舞台裏」 
　　　　　　　　　特定非営利法人　東京 オリンピック・パラリンピック
　　　　　　　　　　　　　　　　　　招致委員会　事業部部長 渡　部　　　徹　様

◎懇　　親　　会　　　　　　　 　  司　会　   監　査 （高 期） 石　田　健　悦
　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　　　　　 （高 期） 石　井　赴　志
　乾　　　　　杯……………………………………………
　　　　 （懇　　談） 
　校歌・必勝歌斉唱…………………（指揮　武 田 夏 男＝高 期
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　遠 藤 武 二＝高 期 
 菊 地  　昇＝高 期）　 全　　　　　員
　がんばろう !! 三唱…………………………………………
　閉 会 の 挨 拶……………………………………………  副会長
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ご　　挨　　拶
東京雄水会　会　長　岸　本　六　蔵

　昨年六月の総会で、
和田武男前会長の後任
として指名を受け一年
が経ちました。
簡単に自己紹介をしま
す。
出身地は男鹿市です。
昭和 年入学、同 年

月卒業の高 期です。
　入学時野球部入部を目指しましたが、前年全県
中学野球大会で優勝・準優勝した、光り輝くメン
バーがごっそり入部してきたのを目の当たりにし
て、野球をあきらめ放送委員会のメンバーとして
生徒会の活動で 年間過ごしました。
　卒業後のサラリーマン時代に仕事の現場で秋商
の諸先輩にめぐり逢い、それが大きな縁で東京雄
水会と関わり今日に至っております。
基本理念としては、先輩後輩の縦の軸を大切にし
て行く事だと考えております。
　それには先ず、「東京雄水会の集い」（総会）の

場に積極的に参加し交流していただく事です。
更に、東京雄水会にはかなり古くから俳句の会・
ゴルフの会・ハイキング・囲碁・観劇の会等があ
ります。
先輩後輩、また、男女を問わず大勢の仲間が活発
に交流しております。この会報に各々の会の連絡
先、活動状況を掲載してあります。こだわらず自
由に参加して楽しんでいただきたいと思います。
他には在校時のクラブ活動の繋がりです。
既に一部クラブの東京支部ＯＢ会が活発に活動し
ており、会報やホームページを賑わしております。
文化部・運動部を問わず各クラブの東京支部ＯＢ
会を組成する事に注力して行きます。
　横の軸として同期会の充実があります。既に活
発に活動している同期会がありますが、まだまだ
活動出来ていない同期会が多く見受けられます。
会報後記役員欄に各期の幹事を掲載しておりま
す、幹事の方々が中心になってお互い連絡を取り
合い、是非東京で同期会活動の実現をお願いしま
す。
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　さて、昨年は何と言っても母校硬
式野球部が秋田県大会であの劇的な
大逆転優勝し、 年ぶり 度目の甲
子園出場を果たしたことです。 月
日満員札止めの甲子園球場に、地
元近畿秋商雄水会メンバーと秋田か
らの生徒父兄の応援団に加え、東京
雄水会からも大勢で応援に行きまし
た。 年ぶりの初戦突破、 万人近
い大観衆の下でプレーした後輩達と
一緒に過ごし感激を味わいました。
満員のアルプススタンドで勝利の校
歌を斉唱出来、秋商を心から誇りに
思いました。
　東京雄水会は、野球部だけでなく
他の運動部・文化部の後輩達の活躍
にも期待し支援を続けて行きます。
　東京雄水会は、諸先輩が長年に
亘って築いた伝統と文化があります。
それをしっかり受け止め皆さんと役
員のメンバーが一緒になって更なる
活性化と一層の発展を目指します。

（高 期Ｓ 年卒）
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秋商 ・ ・
秋田商業高等学校　校　長　進　藤　　　隆

　平成 年度の入学式
は 月 日に行われま
した。県内外 の中学
校を卒業して 年生に
なったのは男子 人、
女子 人でした。県
全体の受験生が減って
いる中で、入試倍率が

. 倍だったことは学校にとって喜ばしいことと
思っています。
　さて、昨年度は本校にとって記憶に残るいくつ
かのことがありました。第一は硬式野球部が夏の
甲子園大会に出場し、かつ、ベスト の結果を残
してくれたことです。東京雄水会の皆様はじめ、
県内外の雄水会の皆様が激励してくださったこと
を嬉しく思いだしています。
次にユネスコスクール班が環境大臣表彰をいただ
いたことです。総合的な学習の時間（ビジネス実
践）で地道に活動してきた取組みを、環境省の環
境教育・普及啓発部門で評価してくださり受賞の

運びとなりました。ＡＫＩＳＨＯＰ及びキッズビ
ジネスタウンと異なり、この活動は人数が少なく
内容も地味だと受けとめられていて、校内でも知
らない者がいるほどでした。そこに輝かしい光が
当たったことは、認められた喜びとも重なり元気
づけられました。
この他、国公立大学合格者が 名出ました。中
に大学入試センター試験の前期試験で合格した者
が 名含まれていることは本校にとって今後の進
路指導につながる明るい材料となりました。
　 月下旬にかけて出場した全国選抜大会等の活
躍で特筆したいのは団体女子卓球部です。全国第
位の賞状をいただいてきました。公立高校で男
女が一緒に全国大会に出場すること自体が珍しい
中、ベスト 入りは秋田県で初だったことを後日
知らされました。レスリング個人戦では準優勝者
が出ています。
　ところで、県内商業高校の現状を概観すれば秋
田県の商業高校は平成 年度から本校だけになり
ました。かつての湯沢商業は湯沢翔北に、大館商
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業は大館国際情報学院に、そして能代商業は能代
松陽に校名が変わって県立高校になりました。
商業に関する学科は校名の変わったこれら高校の
他に大曲高校と平成高校にあります。県内では合
わせて 校のみになってしまいました。単独商業
高校は本校だけですので、専門性を深める観点か
らは危機感を持っております。このような中、商
業学習の側面から本校の近況をお知らせします。
日経ストックリーグで審査委員特別賞をいただき
ました。ストックリーグというのは東証 部、
部上場銘柄及びジャスダック銘柄、東証マザーズ
銘柄から、バーチャル（仮想）株式投資取引をす
るものです。
生徒達のコンセプトは「THE PLAN OF OLD 
AGE」、世界有数な長寿国である日本で、老後の
ための産業として「自動車」「サービス産業」「衣
料繊維」「電化製品業界」「食品業界」の つの業

種に着目し、高齢化社会というピンチをチャンス
に変え、技術力を生かして新しく製品を作り出し、
他国にも輸出でき、世界中のお年寄りの生活に貢
献できる産業を育てる視点から株（ストック）を
購入していることが評価されました。
他に秋田市が主導する 歳の六次産業化プロジェ
クトに参加要請があり、マーケティングや商品開
発を行っています。資格取得に関しては日商主催
の簿記検定 級に本腰を入れ始めました。エクセ
ルやワードなどのマイクロソフトオフィススペ
シャリスト（通称ＭＯＳ）資格にチャレンジする
生徒達も増加傾向にあります。
　 人の生徒が学習と部活動の つを 年間充実
させることで、日本一の学校づくりを目指す。秋
田商業は今年度も秋商 ・ ・ を合い言葉に元
気に歩んでまいります。
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活　動　報　告
※（於　神田　おーる秋田・東京ふるさと館は、単に　於　ふるさと館と表示しました。）

◎東京雄水会の集い・総会関連事業
.  . 　会場打合せ　○岸本副会長他 名出席
.  . 　平成 年東京雄水会の集い

　○於　霞ヶ関ビル 階　東海大学校友会館
　○会員他　 名、来賓・講師 名出席
　○講演　元大毎・阪急捕手 高 期 成田光弘氏
　　演題「秋商の伝統に支えられて」
　 ○平成 年度活動報告・収支決算報告を承認
　○平成 年度活動方針・収支予算・役員改選・
　　会則及び規程改定制定各案を原案通り可決　
　○来賓（お名前の◎印はご挨拶を頂いた方）
　　秋田県東京事務所　　所長　鈴木　長彦　様
　　おーる秋田 ･東京ふるさと館 館長
　　　　　　　　　　　　　　　門脇　成英　様

　　東京秋工会　　　　　会長　三平　俊悦　様
　　本荘高校東京同窓会副会長　松本　幸江  様
　　元秋田商業高校　　教諭　◎高山　修一　様
　　秋田商業高校　　　校長　◎進藤　　隆　様
　　秋商雄水会　　　　会長　◎鈴木　茂夫　様
　　　〃　宮城県支部　支部長　宇佐美公昭　様
　○会報第 号発行
.  . 　欠席者・スポンサー等に会報等を発送

　○伊藤幹事長（外部委託）　○ , 通

◎会議の開催など　
.  . 　「東京雄水会の集い」反省会

　○於　ふるさと館　　○岸本会長他 名出席
.  . 　三役会議　他に . ・ . .  開催



― 8 ―

　○於　ふるさと館　○岸本会長他 ～ 名出席
. . ･ 　故山本孝造 代目会長通夜･告別式
　○於　昭和セレモニー柏セントラルホール
　○大川顧問他多数参列
.  . 　東京雄水会新年会

　○於　佐藤養助日比谷店　
　○岸本会長他 名参加
.  . 　会計監査　〇於　ふるさと館

　○柴辻・石田監査他 名出席
.  .   役員・顧問団合同会議
　○於　ふるさと館　○佐藤（剛）顧問他 名出席

◎全国大会出場応援、陣中見舞・激励訪問
.  . 　全国高校簿記コンテスト

　○於　木場　ディナスホテル東京
　○畑澤副会長訪問
.  . 　全国高校情報処理競技大会　

　○於　赤坂　エクセルホテル東京　
　○川口副会長訪問
.  . 　第 回全国高校珠算・電卓競技大会　
　○於　ホテル東横イン品川大井町
　○夏井副会長訪問
.  . 　第 回全国高校野球選手権大会応援

　　　　　初　戦　福井工大福井 － 秋商
.  . 　 回戦　倉敷商（岡山） － 秋商

　○於　阪神甲子園球場　
　○岸本会長他会員・家族・県出身者等多数応援
.  . 　第 回全国高校柔道選手権大会
　○於　水道橋グランドホテル
　○岸本会長・武田副会長訪問

◎秋商雄水会・母校行事
.  . 　宮城県支部総会

　○於　仙台・おでん三吉　○岸本会長出席
.  . 　秋商雄水会総会

　○於　ホテルメトロポリタン秋田
　○岸本会長・阿部副会長出席
.  . 　支部長懇談会・新春賀詞交歓会

　○於　秋田ビューホテル
　○岸本会長・川口副会長出席

◎秋高連関係行事
 .  . 　運営委員会　他に、 . ・ . ・ .   
.  開催

　○於　神楽坂・理窓会館　○夏井副会長出席
.  . 　役員会　他に、 . ・ . ・ . ・
　　 . . ・ . ・ .  開催
　 ○於　霞ヶ丘・日本青年館　　○岸本会長出席
 . . 　秋高連フェスタ　○於　アルカディア
市ヶ谷　○岸本会長他 名参加
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.  . 　 年度総会　○於　霞ヶ丘・日本青年館
　○武田副会長他 名出席

◎けやき会関係行事
.  . 　運営委員会　他に . .  開催
　○於　麹町・秋田市東京事務所
　○武田副会長・伊藤幹事長出席
　　※以下会場・出席者の記載がないもの同じ
.  .  　市政情報交換会実行委員会

  　他に、 . ・ . . の 回開催
.  .  　ゴルフコンペ

　○於　佐倉カントリークラブ　
　○大川顧問他 名参加　
　○優勝者　千田義博（秋田中央）　
.  . 　秋田竿灯＆産直祭り in 浅草支援

　○於　浅草寺・演芸ホール通り商店街他
. . 　市政情報交換会事前準備
. . 　在京秋田市政情報交換会
　○於　アルカディア市ヶ谷

　○岸本会長他 名出席
. .  　高尾山ハイキング

　〇於　京急高尾山口～　
　○武田副会長他 名参加
.  .  ・ 　年度末懇親会

　○於　山中湖畔莊「清渓」　

◎秋田ふるさと応援団関係行事
 .  . 　運営委員会　他に、 . ・ . ・ . ・
. . ・ . ・ . ・ .  開催

　○於　ふるさと館　○武田副会長他出席
.  . 　チャリティー準備会　○於　霞ヶ丘

　　日本青年館　○武田副会長他 名出席
.  . 　チャリティーの集い　○於　霞ヶ丘

　　日本青年館　○武田副会長他多数参加
.  . 　ブラウブリッツ応援（プロサッカー）

　○於　新木場　夢の島陸上競技場
　○武田副会長他多数参加
.  . ～　全国高校野球選手権大会応援　他に
　　 高校選抜＝バスケ男女・ラグビー、選手権＝

ラグビー・サッカー・バレー男女・柔道男女
個人団体等の他ミニバスケット応援を含む多
彩な応援活動を実施　○於　関東地区・甲子
園等　〇武田副会長を先頭に多数参加

※活動内容の詳細はホームページをご覧下さい。

◎他団体との交流
. . 　本荘高校東京同窓会総会
　○於　グランドヒル市ヶ谷　○岸本会長出席
 . . 　東京秋工会総会　○於　アルカディア全国高校簿記コンテスト訪問の畑澤副会長

全国高校情報処理競技大会訪問の川口副会長 全国高校珠算・電卓競技大会訪問の夏井副会長



― 10 ―

市ヶ谷　○岸本会長出席
.  . 　在京秋田県人新春賀詞交歓会

　〇於　東京プリンスホテル
　○和田顧問他 名出席

◎サークル活動　東雄囲碁同好会対戦会
.  . 　○佐藤会員他 名参加
.  . 　 ○丹波常任幹事他 名参加
. . 　○渡辺会員他 名参加
. . 　 ○和田顧問他 名参加
.  . 　○関会員他 名参加
.  . 　○須田会員他 名参加

　○於　ふるさと館

◎サークル活動　東雄句会
.  .  　平成 年度総会・集合句会
　○於　向島百花園
　 ○大川顧問他 名参加・欠席投句 名
.  . 　秋田魁新聞　文芸欄投句・掲載
　　他に、 . . 掲載
　○大川顧問他 名参加

. . ～ 　吟行句会　○吟行地　三浦半島
　○大川顧問他 名参加
.  . 　平成 年度総会・集合句会
　○於　ふるさと館
　 ○大川顧問他 名参加・欠席投句 名
　 ○  毎月 回はがきにより投句する通信句会開催
会員 名参加

◎サークル活動　雄球会
.  . 　第 回ゴルフコンペ　○於　佐倉カン
トリー倶楽部　○大川顧問他 名参加

　〇優勝者　橋本健四郎（高 期）　
.   .  　第 回ゴルフコンペ　○於　佐倉カン
トリー倶楽部　○大川顧問他 名参加

　〇優勝者　槇　光雄（高 期）

◎サークル活動　東雄ハイキングクラブ
. . 　古都　鎌倉散策
　〇於　北鎌倉ハイキングコース
　〇畑澤副会長他 名参加

上　けやき会高尾山ハイキング高尾山頂上
下　けやき会ゴルフコンペ参加の面々　　

上　 秋商雄水会新春賀詞交歓会　　
下　けやき会高尾山ハイキング高尾山口
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平成 年度収支決算報告書
（平成 年 月 日～平成 年 月 日）

単位：円

項　　　目
平成 年度 平成 年度

決 算 額 備考 予 算 額 増減額（△減） 決 算 額 備    考
収　入　の　部

．総 会 会 費 , 名 , , △ , , , 名
．年 　 　 会 　 　 費 , , 名 , , △ , , , 名
．寄 　 　 付 　 　 金 , 件 , , , 件

　　⑴　一 般 寄 付 金 （ , ） 　 件 （ , ） （ , ） （ , ） 件
　　⑵　サッカー部寄付金 （     　） 　 （     　）
　　⑶　応 援 費 寄 付 金 （ , ）     件 　 （ , ） （     　）
．広 　 　 告 　 　 料 , 件 , , , 件
．雑 　 　 収 　 　 入 , △    ,

収 入 合 計 , , , , △ , , ,

支　出　の　部
．総 会 費 , , , , △   , , ,
．会 報 費 , , △   , ,
．会 議 費 , , △ , ,
．事  務  通  信  費 , , △   , ,
．名  簿  整  備  費 , , △     , ,
．寄  付  交  付  金 , △   , ,
　　⑴　サ ー ク ル 活 動 （     　） （ , ） （△ , ） （ , ）
　　⑵　サッカー部寄付 （     　） （     　） （     　） （     　）
．応 　 　 援 　 　 費 , , △   , ,
．渉 　 　 外 　 　 費 , , , ,
．記  念  事  業  費          　          　        　 ,
．雑 　 　 　 　 　 費 , △     ,

支　 出　 合　 計 , , , , △ , , ,

当 年 度 収 支 差 額 , , , △ ,
前 年 度 か ら の 繰 越 , , ,
次 年 度 へ の 繰 越 , , , ,

※次年度への繰越金は、郵便貯金 , 円及び仮払金 円です。

以上の通り報告致します。　　　平成 年 月 日
東京雄水会　 会　長　　岸　本　六　蔵　㊞

幹事長　　伊　藤　　　晶　㊞

監　査　報　告　書
．監査日時　平成 年 月 日（木） ：
．実施場所　おーる秋田・東京ふるさと館　千代田区神田須田町 - - 　ベルメゾン神田 Ｆ
．監査内容　金銭出納帳他帳簿・貯金通帳・領収書・振替受払通知票他証憑書類・振替伝票
　　平成 年度（平成 年 月 日～平成 年 月 日）東京雄水会の会計について、監査の結
　　果、証憑書類・帳票類ともに、適正に処理されていることを確認いたしました。
　　　以上の通り報告いたします。　　　平成 年 月 日
東　京　雄　水　会
　会　長　 岸　本　六　蔵　様　　　　　　　　東京雄水会　　監　査　　柴　辻　清　治　㊞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　監　査　　石　田　健　悦　㊞
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平成 ･ 年度 活動方針

．会の活性化と魅力向上について
　〇 本会の活動を活性化するため、より多く
の会員の参加を重視し「東京雄水会の集
い」の期別運営体制を充実する。

　〇 会員の融和・親睦を高めるため、同期会・
部活ＯＢ会等が開催されるよう、幹事へ
の働きかけや情報提供・会場紹介等のお
手伝いを積極的に行う。

　○ 会報をより身近に感じ、興味を持ち得る
内容の情報を掲載して充実する。

．ホームページの活用について
　〇 リンク先及び秋田県関連情報の拡充、迅
速な情報提供により更に魅力を高める。

　〇 同期会・居住地区会・部活ＯＢ会等の開
催を促進するため、開催の告知・終了の
報告媒体として活用する。

　〇 本会のサークル活動への参加者拡大のた
め、積極的に活用する。

　〇 各種全国大会出場情報の告知及び応援要
請情報を提供する。

．母校及び秋商雄水会との連携強化について
　〇 秋商雄水会本部・支部の総会及び支部長
懇談会等に、積極的に出席する。

　○日常の情報交換を可能な限り密にする。
　○ 関東地区で開催される全国大会出場チー
ムや選手に、陣中見舞をもって激励する。

．役員体制の強化について
　〇 役員体制強化のため、幹事の定着に向け
た人材発掘や期別推薦体制を確立する。

　
．財政基盤の確立について

　〇 年会費の一層の納入率向上及び寄付金・
広告掲載料等の増収に努める。

．外部団体との連携強化について
　○ 秋高連・けやき会・秋田文化会議及び秋
田ふるさと応援団に積極的に参画し、出
身校の枠を超えてオール秋田を応援する
ことにより、秋田県勢の発展と活性化に
努力する。
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平成 年度収支予算案
（平成 年 月 日～平成 年 月 日）

単位：円

収　入　の　部 支　出　の　部

項　　目 金 額 備考 項　　目 金 額 備考

．総 会 会 費 , , 名 ．総 会 費 , , 名
．年 　 　 会 　 　 費 , , 名 ．会 報 費 , , 部
．寄 　 　 付 　 　 金 , 件 ．会 議 費 ,

　　⑴　一 般 寄 付 金 （ , ） 　 （ 件） ．事  務  通  信  費 ,
　　⑵　サッカー部寄付金  　 ．名  簿  整  備  費 ,
　　⑶　応 援 費 寄 付 金 　   ．寄  付  交  付  金 ,
．広 　 　 告 　 　 料 , 件 　　⑴　サ ー ク ル 活 動 （ , ）
．雑 　 　 収 　 　 入 　　⑵　サッカー部寄付 　

．応 　 　 援 　 　 費 ,
．渉 　 　 外 　 　 費 ,
．雑 　 　 　 　 　 費 ,
．予 備 費 ,

収 入 合 計 , , 支　 出　 合　 計 , ,

当 年 度 収 支 差 額 ,
前 年 度 か ら の 繰 越 ,

次 年 度 へ の 繰 越 ,
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◎全国大会での活躍◎

◉「ＭＯＳ世界学生大会 」日本大会
　高校・高専・高等専修部門　エクセル　 　位
◉第 回全国高校珠算・電卓競技大会
　種目別競技　読上算　　　　　　　　　 　等
●第 回全国高校総合体育大会
◉レスリング　学校対抗　　　　　　　ベスト
　　　　　　　個人　 kg　　　　　 ベスト
　　　　　　　　　　 kg　　　　　　 回戦
　　　　　　　　　　 kg・ kg　　　  回戦

◉柔　道　個人　女子 kg　　　　 　　 回戦
◉剣　道　個人　男子　　　　　　　　　準優勝
◉卓　球　学校対抗　男子・女子　　　　 回戦
　　　　　シングルス　男子（ 名）・女子　 回戦
　　　　　ダブルス　女子 　　　　　　 回戦
◉水　泳　男子 m自由形　　　　　　 　位
　　　　　男子 m自由形　　　　　　 　位
◉第 回全国高校野球選手権大会　　　ベスト
●第 回国民体育大会
◉水　泳　　　少年Ａ 男子 m自由形 　位
◉レスリング　少年 ﾌﾘｰｽﾀｲﾙ kg・ kg   　位
　　　　　　　　    ﾌﾘｰｽﾀｲﾙ kg     　  　位
　　　　　　　　　 ｸﾞﾚｺﾛｰﾏﾝ kg　　　  　位
◉全国高校選抜卓球大会　団体女子　　　 　位

○ブロック大会での活躍○

◉全日本マーチングコンテスト東北大会　金　賞
●第 回東北高校選手権大会
◉卓　球　　　団体　男子・女子　　◎ベスト
◉テニス　　　団体　男子　　　　　◎ベスト

平成 年度　秋田商業高校
各 ク ラ ブ の 主 な 成 績

（◎＝全国大会　○＝東北大会出場・県大会は優勝   
   　　若しくは上級大会の出場権を得たものを記載）    
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第 回秋田商業高等学校吹奏楽団定期演奏会

◉レスリング　団体　（ 年連続）　　　◎優　勝
　　　　　　　個人　 kg・ kg 　　 ◎ 　位
　　　　         kg・ kg　      ◎ 　位
　　　　   　　 kg（ 名）・ kg・ kg ◎ 　位
◉剣　道　団体　男子                 ◎ 　位
　　　　　　　　女子      ◎ベスト
　　　　　個人　男子　　　　　　　　◎ 　位
◉柔　道　個人　女子　 kg　　　　 ◎ 　位
　　　　　　　　女子　 kg・ kg　 ◎ 　位
◉水　泳　学校対抗　男子　　　　　　◎ 　位
　　　　　男子　 mＲ・ mＲ　 ◎ 　位
　　　　　個人　男子　 m自由形　 ◎ 　位
　　　　　男子　 ｍ・ ｍ個人ﾒﾄﾞﾚ  ー◎ 　位
◉全日本ジュニア柔道体重別選手権東北予選会
　　　　　女子　 kg　　　　　 ◎ 　位
●東北高校新人選手権大会
◉陸上競技　男子　 m 　　　　　　　 　位
◉水泳競技　 mＲ・ m個人ﾒﾄﾞﾚｰ　  　位
　　　　　　 mバタフライ　　　　　 　位
◉ＪＯＣ杯全国予選　北海道、東北ブロック大会
　レスリング　ｶﾃﾞｯﾄの部　 kg・ kg ◎ 　位
　　　　　　　　　　　　 kg　　　 ◎ 　位
　　　　　　　ｼﾞｭﾆｱの部　 kg　　 ◎ 　位
　　　　　　　　　　　　 kg・ kg ◎ 　位

◉ 第 回高松宮杯東北高校選抜大会兼第 回全国
高校選抜大会予選　団体学校対抗　 ◎優　勝
　　　　　　　個人　 kg・ kg・ kg◎ 　位
　　　　　　　　　　 kg 　　　　　 ◎ 　位
　　　　　　　　　　 kg 　　 ◎ 　位
◉第 回東北高校剣道選抜優勝大会　　  優　勝

□県大会での活躍□

◉第 回春季東北高校野球県大会　 ○準優勝
◉第 回秋田マーチングフェスティバル
　　マーチングコンテストの部　　　　○優秀賞
◉第 回全国高校珠算・電卓競技大会県予選
　珠算競技　団体　総合競技　　　　　◎優　勝
　　　　　　個人　総合競技　　　　　◎ 　位
　　　応用計算・読上暗算・読上算　　◎ 　位
◉第 回県高校情報処理競技大会
　　　団体競技　　　　　　　　　　　◎優　勝
　　　個人競技　　　　　　　　　　　◎ 　位
◉第 回全国高校簿記コンクール県予選会
　　　団体競技　　　　　　　　　　　◎優　勝
　　　個人競技　　　　　　　　　　　◎ 　位
◉第 回県珠算競技大会
　　　種目別　読上算・読上暗算　　　　優　勝
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●第 回秋田県高校総合体育大会
◉陸上競技　男子 種目　 ○ ～ 位
　　　　　　女子 種目 名　 ○ ～ 位
◉柔　道　個人　女子　
　　　　　 kg・ kg・ kg 超　　 ○優　勝
◉レスリング　団体　　　　　　　　　○優　勝
　個人 kg・ kg・ kg・ kg・ kg ○ 　位
◉剣　道　団体　男子　　　　　　　　○優　勝
　　　　　個人　男子・女子　　　　　○ 　位
◉卓　球　団体　男子・女子　　　　　○優　勝
　　　　　ｼﾝｸﾞﾙｽ　男子　　　　　○ 位・ 位
　　　　　ｼﾝｸﾞﾙｽ　女子　　　　　○ 位・ 位
　　　　　ﾀﾞﾌﾞﾙｽ　男子・女子　　　　○ 　位
◉水　泳　　　　　男子　総合　　　　○ 　位
　男子　 mＲ・ mＲ・ mﾒﾄ゙ ﾚー Ｒ ○ 　位
　個人　 m・ m・ m自由形・ m個人ﾒﾄﾞﾚｰ　
 　　　　　○ 　位
●第 回県民体育大会
◉卓　球　少年シングルス　男子　 　位

　　　　　少年ダブルス男子・女子　　　 　位
◉レスリング　少年の部
　　フリースタイル　 kg・ kg　 　位
　　グレコローマン　 kg・ kg・ kg  　位
◉第 回全国高校野球選手権秋田大会　◎優　勝
●秋田県高校新人大会
◉陸上競技　男子 m・ mハードル ○ 　位
　　　　　　　　 ｍＲ　 ○ 　位
　　　　　　女子 ｍＲ・ ｍＲ ○ ・ 位
　　　　　　個人　女子 種目　　　○ ～ 位
◉水　泳　学校対抗　男子　　　  ○ 　位
　　　　　 男子　 mＲ・ mＲ・ mメド

レーＲ・ m自由形・ mバタフ
ライ・ m個人メドレー　 ○ 　位

　　　　　 m・ m背泳ぎ　　 　 ○ 　位
◉レスリング　団体　　　　　　　　　○優　勝
　　　　　　個人　 kg・ kg・ kg・
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　　　　　　　　　 kg・ kg・ kg ○ 　位
◉柔　道　個人　男子　 kg・ kg　 ○ 　位
　　　　　女子　 kg・ kg・ kg・無差別

○ 　位
◉卓　球　　団体　男子・女子　　　　○ 　位
　　　　　　シングルス　男子・女子　○ 　位
　　　　　　ダブスル　　男子・女子　 ○ 　位
◉第 回県高校女子柔道大会　　　　　　優　勝
◉秋田県卓球選手権大会　全日本予選　
　ジュニア　 シングルス　男子・女子  ◎ 　位
　一　　般　 ダブルス　　男子･女子  ◎ 　位
◉全国剣道選抜選手権秋田県予選
　　団体　男子・女子　　　　　 　　◎優　勝
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夢の実現～ロンドンオリンピック ～
高 期　佐　藤　　　滿

　 年北京オリンピックのレスリング男子は、
またしても金メダル獲得はならなかった。
そこで、 年ロンドンでは 年ぶりの男子の金
メダルを獲得して欲しいという協会の強い依頼で、
私は強化委員長を受諾した。
年ぶりの金メダル、すなわちそれは私の 年
ソウル以来のこととなる。
　 年ソウルは金 、銀（日本全体では金 、銀 ）
と全競技の半数以上を獲得し大活躍したレスリン
グであったが、ソウル後はレスリングを含めて日

本の競技は 年シドニーオリンピックまで不振
を極めた。
そこで日本はシドニー後の 年 月に文部科学
省が「スポーツ振興基本計画」、それを受けて
JOCが 年に「JOC GOLD PLAN」（国際競技
力向上戦略）を策定し、国を挙げて日本スポーツ
の競技力、メダル獲得倍増計画を掲げた。
　レスリングも一貫指導の必要性から、競技者育
成プログラム（NTS：ナショナルトレーニング
システム）を JOCのモデルプランとして作成し、
私を含めた数名のコーチでジュニアを担当して
年先を見据えた強化をスタートした。
そのジュニア時代から育成したメンバーが今回の
オリンピック代表選手たちである。基礎体力と基
本技術の徹底、世界で勝つための日本の戦略、そ
して人間性を含めたインテリジェンスレスラーを
目指した。代表合宿に参加する選手たちには、皆
が金メダルを取るという気持ちで行わないと日
本は金メダルを 個も獲得できないことも伝えた。
強化委員長としての 年間、選手、コーチ一丸と
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なって毎日必死にどこにも負けない世界最高レベ
ルの練習を積んできたと自負できる。
　その結果、最終日に念願の金メダリスト米満達
弘が誕生したのである。本当に自分自身が獲得し
た時とは比較にならないほどの喜びと感動がそこ
にあった。これで私の使命は達成できたように思
えるが、本来は最低あと 個の金メダルを目指し
ており、その意味では指導者として今でも悔いが
残っている。その一方、見方を変えると今回の日
本代表選手、そして彼らとともにライバルとして
切磋琢磨してきた仲間、私は彼らのレスリング、
そして人間的成長が本当の金メダルと感じる。ま
たそれを支えてきたコーチと多くの関係者のサ
ポートに感謝し、ロンドンオリンピックは私自身

の指導者としての夢の実現であった。

（専修大学教授・医学博士
日本レスリング協会　男子強化委員長）
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昭和 年春……。
元秋田商業高校教諭　高　山　修　一

　昭和 年春……。
秋田商業は、戦中の苦難の時代を乗り越え、戦後
の復興の道のりを歩み始めてから、すでに 年の
歳月が流れていた。
　その年の 月、創立 周年記念式典が千秋公園
のそばにある記念館（現県民会館）で盛大に取り
行われた。
　秋田商業の教育は充実していた。秋田商業は全
県にさきがけて生徒会が発足し、会則も完成して
いた。

　当時の秋田さきがけ
新報に、“議員さんも
顔負け、生徒会長を選
挙で”という見出しで、
大だい的に紹介された。
　開校以来初めての女
子生徒も入学し、私達
同期には 名の女子生
徒がいた。
　楢山校舎から移転し
た茨島校舎も 年に

なる。
茨島校舎の正面玄関の
前は校庭になっており、
右手にはテニスコート
が 面あった。テニス
コート以外は小さな雑
草が生えていた。校舎
のまわりにはアカシヤ
の木々があり、新しい
浅緑の芽が吹き出てい
た。
　私たち生徒の多くは
始業時間の 時間前ぐ
らいに登校し、校庭で草野球などをして楽しんだ。
　それはうららかな晴れた春の朝であった。突然
あたりのしじまを破って、けたたましい馬のヒヅ

メの音がしたかと思うと、つややかな栗毛の馬に
乗った若い教師のさっそうとした姿があった。草
野球をしていた私たちはドギモを抜かれた。
　商業科の夏井正男先生である。先生は秋商出身
のハンサムな元陸軍士官であった。船川港から通
勤されていたが、馬で来られたのはその時だけで
あった。やがて先生は教壇を去られ、若い実業家
に転身された。

　英語科の湯瀬哲夫先生は、樋口一葉の研究で有
名な和田芳恵という作家の弟であった。先生は放
課後有志の生徒を集めて、先生所有のレコードで
クラシック音楽を聴かせてくれた。メンデルス
ゾーンのヴァイオリン協奏曲の甘美なメロデーに
ふれたのもその時である。
　珠算の中野谷鉄男先生はニヒルな雰囲気をただ
よわせていて、授業中めったに声を出すことはな
く、私たち生徒はもくもくとソロバンの珠をはじ
いていた。お陰で苦手な珠算も三級は合格できた。
　社会科の木村賢一先生は、マルクスの「資本論」
や「女工哀史」や与謝野晶子の反戦詩“君死に給
ふことなかれ”について話してくれた。
　国語科の野口養吉先生は私に文学の道を教え、
私の人生を大きく変えた先生であった。授業中よ

秋商勤務 ・ 歳の頃
　教室で石川啄木作“別れ”を歌っている

秋田商業高校 年生の時

秋田商業高校 年生の時
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く詩吟を聴かせてくれた。
　“葡萄の美酒夜光の杯　飲まんと欲すれば
　　琵琶馬上に催す　酔ふて沙場にふすとも
　　君笑ふことなかれ　古来征戦幾人か帰る。”
　生きて帰れない戦場へおもむく前の悲痛な叫び
が私の心をとらえた。
　私たちは空き時間に、ミス秋商の選挙をした。
小さな白紙に自分の好きな女生徒の名を書いて投
票した。ミス秋商には決まってテニス部の女生徒
がなった。その女生徒は卒業後秋田市内の金融関

係の職場に勤めたが、間もなく自らの命を絶った。
　そのころ秋商の教員同志が結ばれていた。
数学科の須藤吉雄先生と家庭科の館山順子先生で
ある。須藤先生は理科も教えていたが、ある日の
授業で“ネヂ”を誤って“ネデ”と書き、それ以
来ネデのあだ名で親しまれてきた。館山先生は結
婚するやいなやネデ夫人と呼ばれた。
　二人のあとに登場したのが英語科の加藤一夫先
生と木村秀子先生である。加藤先生はワンさんと
あだ名され、温厚な人柄で生徒に慕われた。秋商
きっての俊秀で一橋大学に進まれた。秋商勤務の
のち静岡大学に赴任され、その博識と温厚な性格
で静岡大学の学長になられた。木村先生は秋田市
内で弁護士をされている人の令嬢で、お茶の水大

学出の才媛であった。おふたりは交際中英文のラ
ブレターを交わしていたと私たち生徒はささやい
ていた。
　このさわやかなカップルを私たち生徒は羨望の
まなざしで見つめていた。
時あたかも“青い山脈”が熱唱されていた。
それはまさに“青い山脈”の秋商版であった。因
習を打破した新しい恋愛の姿がそこにはあった。
　このような自由な雰囲気の中、秋商は戦後の苦
難の時期から、やがて迎える輝かしい黄金期に向

かって確実な足どりで歩みつつあったの
である。
　個性豊かな先生に教わった日々、それ
は私にとって未来へ大きくはばたくため
の、めくるめくような青春の黄金の日々
であった。

（高 期Ｓ 卒）

卒業式のあと、卒業生との別れ
　　　勝平校舎　　 歳頃

右佐
々
木 

武　

先
生

中
後　
　

中
前

？　
　
　

高
山

左故 

佐
々
木 

修
一
先
生
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箱 根 駅 伝 と 私
高 期　阿　部　一　夫

．陸上競技との出会い
　この度、同期で本会会
長でもある岸本六蔵さん
から突然、箱根駅伝につ
いての執筆依頼を受けた。
　しかし、衆目一致する
ところのスポーツ名門校
で、現役、ＯＢを問わず

数々の名選手を輩出している秋商にあって、その
ようなＯＢ諸氏を差し置いて私如きが、おこがま
しいとお断りしたのだが、「今や、正月を飾る国
民的行事と云われるまでになった箱根駅伝につい
て、会報に掲載したいので、是非！」との説得に
折れて、重い筆をとることにした次第である。
　私と箱根駅伝との関わりは、選手・コーチ・大
学のＯＢとしての三つの時代に分けられ、今日に
至っている。
　選手として箱根駅伝に出場することについて触
れる前に陸上競技との出会いを語らない訳にはい
かない。

　陸上競技との出会いは秋商に入学してからであ
る。
　それも、たまたま体育の授業で少しばかり速
かったのが同じクラスの陸上部員の目に止まり、
年生の秋に半ば騙されて入部し、その事がその
後の人生を左右することになるとは思いもよらな
いことであった。
　入部の経緯がそのようなこともあり、当初は練
習にも積極的ではなかったものの、部員が少な
かったという部の事情もあり、すぐに選手として
大会に出場することができ、最初に出場した大会
で思いもよらぬ入賞（ 位）と云う結果を残した
のである。
　そのことが起点となりインターハイ出場、その
後大学に進学することになったが、そこまで辿り
着くことができたのは恩師の笹村健明先生（元校
長）のご指導とご支援無くしてあり得ないことで、
先生には大変感謝している。
　以上が、陸上を始める経緯であるが、中距離を
専門種目とする自分にとって大学（法政大学）で
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は、最初から箱根駅伝を目指した訳ではなかった。
　しかし、長距離部員が少なかったという部内の
事情もあり、途中から中・長距離兼用となり、箱
根駅伝出場へと繋がった。

．選手として
　その箱根駅伝には、昭和 年の第 回大会に
区で出場したが苦い思い出しか残っていない。
　当日の天候は、みぞれ交じりの悪天候で、沿道
のファンも今ほど多くない中、前半こそ想定通り
で行けたものの、後半の八ツ山橋（ . km付近）
の登りで足が動かなくなり、区間最下位にはなら
なかったものの泣きたい気持ちでゴールしたこと
が心に強く残った。
　そして、暫くは銀座・大手町方面には足が向か
ないほど嫌な思いをしたが、テレビで箱根駅伝が
全国中継されて広まって国民的行事と云われるま
でになった今、「箱根を走れて良かった。」という
気持ちが、 数年前のその気持ちを帳消しにして
くれているように思うが、この項はこの程度に止
めておく。

．コーチとして
　大学を卒業して陸上競技から離れてから 年目
に突然、長距離コーチを引き受けることになった。
　それは、私の卒業後に予選会落ちが 年間続い
た後の第 回記念大会による増枠によりかろうじ
て出場権を獲得したものの、部内に箱根駅伝を詳
しく知る者がいないとの理由から当時の監督に駅
伝コーチを要請されてのものだった。
　引き受け条件は、予選通過から箱根駅伝本番ま
での か月間の期限付きだったが、その後 年間
も続けることになろうとは、このときは思っても
みなかったことである。
　誌面の都合でその辺の詳しい経緯は割愛するが、
年もの長期間コーチを引き受けることになった
理由の一つに本県からの選手を多く勧誘したこと
にあった。
　ここでは、そのうちの 名を紹介し、当時の箱
根駅伝を語りたいと思う。
　一人は成田道彦選手（西目農業出身、後に駅伝
監督で今年度から副部長）、もう一人は秋商出身

の安藤（旧姓佐藤：高 期）勝選手である。
　この 人の選手が活躍した昭和 年代前半は、
早稲田大学の瀬古選手が大学生でありながらマラ
ソンで好成績を収め、その彼が出場するというこ
とで箱根駅伝がそれまで以上に脚光を浴びること
となった時代でもある。
　まず、成田選手であるが、エース区間の華の
区で瀬古選手と 度競い合って連勝したのだから、
当時ジープで伴走していて痛快な事、この上な
かった。

　特に、 年次の第 回大会ではすぐ後ろから猛
追してくる瀬古選手を逆に突き放し、その勢いで
先行する選手を全部抜いて中継点では、トップで
区の走者に襷を渡した姿は、今も目に焼き付い
て離れない。
　次に佐藤選手（敢えて旧姓で記述させて貰う）
であるが、 年連続で箱根駅伝に出場し、成田選
手が 区で活躍して往路 位となったときのメン
バーに名を連ね、また 年次、 年次のときは
区を区間上位で走り抜ける活躍をし、私が悔しい
思いをした 区でのリベンジを果たしてくれた。
　選手として大活躍してくれた 人であるが、私

区、区間賞の成田選手伴走をする筆者
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自身は本業の仕事を抱えてのコーチ業ということ
もあり、土・日の休日しかグラウンドに出られな
い状況の下で直接指導をすることは余りなかった。
それにも拘らずチーム内では飛びぬけた実力を備
えていた成田選手は、学年が上がるごとに自分で
練習に創意工夫をこらして、誰よりも努力して当
時、日本を代表する長距離選手の一人と云われる
までになった。
　また、佐藤選手には選手として練習に励ませる
と同時に、当時の部の懐事情から合宿費用の捻出
のためにＯＢへの金策に同行させて、一緒に頭を
下げさせることも多かった。
　コーチの在任期間は、前述の通り 年間続いた
が、就任した初年度こそ出場できなかったものの、
その後 年間連続出場し、チームの基盤を作るこ
とができたのは、成田選手、佐藤選手を始めとす
る部員との信頼関係を築けたのが大きかったと思
う。

．ＯＢとして
　箱根駅伝を急激に世間の注目を浴びる正月の人
気行事としたのは前述の早稲田大学の瀬古選手だ
と云われているが、国民的行事と云われるまでに
なったのは、日本テレビが実況中継を開始してか
らであり、その宣伝効果を期待して一気に新興勢
力と云われる大学が箱根駅伝出場目指して参入し
てきた。
　この流れに押し出されるように出場が危ぶまれ
る事態になったときに母校、法政大学の立て直し

に成田道彦氏が駅伝監督として招聘された。
　そして、就任後には世間をあっと云わせる復路
優勝という離れ業を成し遂げたものの、年々難し
くなる選手獲得など、一人で全てを取り仕切るこ
とが難しくなった事により、 年前より安藤勝さ
んがボランティアながらコーチとしてスタッフに
加わり、それとほぼ同時期に、私も他大学に比べ
て足りていない資金面でのバックアップを目的に、
私的な組織を立ち上げて支援をする側に加わって
現在に至っている。
　箱根駅伝の人気が年々増していることは改めて
語るまでもないが、それに伴って過熱化する各大
学の強化策には及ばないものの、法政大学も 年
前より実業団駅伝日本一チームのコニカミノルタ
で何度も優勝に貢献して活躍したＯＢの坪田智夫
氏を専任コーチとして招聘し、成田駅伝監督のも
と坪田コーチ、安藤コーチ体制で強化に努め、そ
の甲斐あって今年の箱根駅伝では大方の予想を裏
切り、 位でシード権を獲得するまでになった。
　そして、これを機に来年の第 回大会以降を見
据えて、今年度からチームの強化安定を図ること
を目的として成田駅伝監督が副部長、坪田コーチ
が駅伝監督、そして秋商ＯＢの安藤勝さんを長距
離コーチとするスタッフで、まだ成し遂げていな
い総合優勝を目指すことになった。
　また、私自身も私的な支援組織を抱えながら、
ＯＢ会の組織拡大を図るプロジェクトの責任者と
して二足のわらじをはきながら、両組織で側面か
らの支援に回ることになった。
　以上、長々と書き綴ったが、東京雄水会の皆様
には、正月の箱根駅伝をテレビで観戦するときに、
秋商の中では弱小と云われている陸上競技部の長
距離部門のＯＢにも箱根駅伝に関係している者が
名程いるということを思い出して、法政大学を
応援して頂ければ、幸甚に存じます。

　　法政大学陸上部のスタッフ：左から安藤コーチ（高 期）、
　　成田副部長、坪田駅伝監督、苅部監督  
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秋田、東京、ニューヨーク。還暦を目前に今思う !
高 期　小　林　陽　一

　私は昭和 年秋田市土崎に生まれました。
幼い頃は世の中がほとんど貧乏で我が家も雨漏り
するバラックに住んでいた記憶が先日の様に覚え
ています。でも回りもあまり裕福でなかった様な
記憶があり、それが決して嫌だという事も無くす
くすく育ちました。
中学時代は（西中）陸上部のキャプテンを任され、
もっぱらアスリートとして体を鍛えました。
この頃から私はグループサウンズの流行から、友
人とバンドを創る計画を練っていました。
秋田商業に進むなり、おもいきって吹奏楽部に入
る事を選択しました。音楽が好きでしょうがなか
ったので、高 の時にプロになる決意をしました。
その後上京し音楽学校に入りプロになって行きま

す。現在までプロ活動 年目に入っております。
　思えば今年 月にはついに還暦になってしまい
ます。
今までの私の人生で大きな決断をした出来事は
つあります。
つ目はプロを目指し東京に出たときの決断。
どうやったらプロドラマーになれるのかとても不
安でした。
つ目は 年にニューヨークに渡米した事です。
特にこの時の決断は大変重要なもので、私の人生
観を変えてくれたと確信しております。
私と同年代のミュージシャンで、日本だけに留ま
った人達は時代の変化に流され、失業した方もい
ます。
はっきり言って私個人もだからと言って、決して
今の日本のジャズ界でトップクラスになっている

訳ではありません。なんとか自分の名前で全国ツ
アー出来ている程度です。ＣＤも 作出しており
ます。
あの時思い切ってＮＹに行っていなかったら、今
頃は他の仕事に転職していたかもしれません。
　ＮＹでは音楽はもちろんの事、宗教、習慣、人
生観等をとても考えさせられました。
　ＮＹの人々の自立心が強い事。
　パワーがある事。
　人生を楽しむ事。
ほんとに各自好きな様に人生を楽しんでいる所が
とてもいいなと思いました。なんで音楽がこの世
に必要なのか、なんでジャズが格好いい音楽なの
かが見えてきたのです。今でもNYは大好きなの

で ～ 年に 度のペースで行ってい
ます。
　秋田商業を卒業してプロミュージ
シャンになった人は他にも ～ 人い
ると聞きますが、最近ではもっぱら
リーダーとして金銭勘定や貸借対照表
製作等、商業で学んだ事が結構役に
立っている事に気がつきます。（笑い）

　我々ミュージシャンは定年が無いのでまだまだ
がんばらなくてはいけません。高校時代に思って
いた夢のプロドラマーにはなんとかなれてはいま
すが、私にはまだ夢があります。
　世の中に知れ渡る程もっとメジャーになって、
もっと多くの人々にこんなすばらしいジャズとい
う音楽を伝えていきたいのです。
皆様、是非ご声援、ご協力をお願い致します。
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第 回雄球会ゴルフコンペ＜優勝ご報告＞
高 期　橋　本　健四郎

開催日　　 ． ． （火）
場　所　　佐倉カントリー倶楽部
　　　　　　京成佐倉駅から徒歩 分
参加者　　 名（うち女性 名）
＊事務局では女性の参加を大歓迎しております！

　第 回コンペは大雨、且つ雷予報まで出ている
中、皆さん口では雨は嫌だと云いながら「今日こ
そは！」「我こそは！」とスタートしました。
思いのほか天気の崩れもなく、全員無事に午前の
プレーを終え、昼食後も次々とスタートしていき
ました。
しかし、私達 組の 番ホールのティーショット
直前に降り始め、正に土砂降り !!　カートで移動
をためらっているうちにサイレンが鳴り、慌てて
ハウスに引き上げました。
時間くらい待機の後、幹事さんから今回はハー
フスコアでコンペ成立との発表があり、net の
私ももしかして入賞出来るかと期待していたら、
何と鍬田さんが net とのこと…上級者もいる中
入賞も諦めていたら鍬田さんが初参加ということ
で、ラッキーな繰り上げ優勝をさせていただきま

した。同期の若木君とリラックスしてプレー出来
た事も幸いしました。
 実は私、第 回のコンペも優勝しているのです
が、この時は 期の渡部峰博さんがホールインワ
ンをされたため、パーティーはホールインワンの
話題で盛り上がり、優勝がすっかりかすんでし
まったのでした。今回の優勝も＜天気＞＜ハー
フ＞＜繰り上げ＞の つのキーワードのために少
しかすんでしまった気持です。 度あることは
度、 回目は堂々とスピーチ出来る優勝を飾り度
いと念じつつゴルフ場を後にしました。
　
追伸　このコンペで気に入っている事 点
．パーティー会場で校歌が歌えます。　　

（高 期　大川さんの肝入りで）
． 月は勿論 月も桜が見られます。

（今年はチラホラでしたが）
　同伴プレーヤー
和田　武男さん（高　 ）　前東京雄水会会長
若木　　忠さん（高　 ）　同期で前回優勝者
三浦　隆夫さん（高 ）　ハンデ の上級者
　ありがとうございました。
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第 回雄球会ゴルフコンペに参加して
高 期　槇　　　光　雄

　第 回雄球会ゴルフコンペが、平成 年 月
日美しい八重桜が咲き誇る、名門佐倉カントリー
倶楽部で開催されました。ゴルフ日和にも恵まれ、
参加者は、鈴木達雄会長他 名でした。
　成績は、幸運にも私が「ハンディ戦」「新ペリ
ア戦」とも初優勝となり、ダブル優勝は開催史上
初とのことでもあり、ゴルフ人生最良の喜びを満
喫させていただきました。
また、私についた「狼少年」（後ほど記載）のレッ
テル返上のゴルフコンペでもありました。
　私は、 年ほど前当会事務局幹事役として大変
ご苦労されている、同期の佐々木進三さんからお

誘いを受け、ゴルフ大好き人間として、春と秋の
年 回開催される「雄球会ゴルフコンペ」に参加
するようになりました。
その後何回か参加するうちに、優勝候補本命の声
がかかるようになりましたが、幾度となくその期
待を裏切って参りました。
私自身「次回は必ず優勝する」と宣言したことも
あり、いつしか周囲から「狼少年」と呼ばれてい
たのです。
　それでは、コンペ当日の優勝までの経緯を簡単
に記させていただきます。
組合せは、幹事様の粋な計らいもあり、岸本六蔵
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さん（東京雄水会会長）、佐々木進三さん（当会
事務局幹事）と、私の同期三人でスタート。和気
藹々の中にも、正直「同期のあいつにだけは負け
たくない」闘争心と、緊張感もありました。
　当日は、私のドライバーショットが驚くほど冴
え渡ったこともあり、前半アウトコースはスコア
と、我ながら上々のラウンドでした。
後半も、「優勝」の 文字のプレッシャーと「狼少
年」払拭の重圧に耐えながら、前半同様、快調な
ドライバーショットもあり、インコースを で回
り、トータル （ハンディ 、ネット ）で念願
の優勝を果たすことが出来ました。
また、同期の遠藤武二さん（東京雄水会応援団副
団長）の準優勝受賞もあり、高 期の存在感を誇
示できたことは、二重の喜びで嬉しく感じており
ます。
　振り返って、勝因はと聞かれれば、
①素晴らしい同伴者に恵まれたこと、
②秋商珠算部で鍛えた緻密な計算力によるスコア
メイクが出来たことが功を奏した、と思います。
　さて、雄球会ゴルフコンペには、私自身三つの
楽しみがあると感じています。
一つ目はコンペを待つ楽しみ、
二つ目は当日のプレーの楽しみ（スコアによって

は苦痛？）、
三つ目は成績結果を待つ楽しみです。
この三つの楽しみと、ラウンド中の年次を超えた
同伴者との四方山話も、また楽しいものです。
先輩方の心温かい人柄に接するとともに、後輩の
厳しい野次（叱咤激励）を浴びる事もあります。
　次回（平成 年 月 日、同じ佐倉カントリー
倶楽部）は、第 回記念大会の開催が予定されて
います。幹事役として、雄球会のさらなる飛躍発
展に、微力ながら努めたいと思っています。
まだ雄球会コンペにご参加いただいていない多く
の秋商卒業の仲間（上手い、ヘタは問いません）
の一人でも多い参加をお待ち致しております。
女性も大歓迎です。ちなみに高 期の鍬田慶子さ
んが、前回大会から参加いただいております。

『ゴルフ人生・百花繚乱』

Yukyukai-uketuke@akisho-tokyo-yusuikai.jp



― 31 ―

快晴・東雄ハイキング便り…
高 期　石　代　　　強

　昨年は、秋… 月 日（火曜）の決行でした。
目指すは「鎌倉アルプスゆるり 時間コース」。
北鎌倉駅 時集合だったが、アクシデントにより
組が 分程の遅れ…。

今は携帯もあり、すぐに‘意信電心’。
ここで鎌田ＯＢボソッと「 数分の遅れなんて遅
刻に入りません。私は前に 分遅れました～」…
このナイス？フォローに皆んな大笑い。…
　全員揃った 時 分に出発。
旅は未知連れ…さて、今日はどんな‘出愛’が用
意されているのやら…。
畑澤リーダー用意の秋商ペナントを片手に総勢
名…老いるショックどこ吹く風で、いざ出発。…
　まずは鎌倉五山第一位の建長寺へ。拝観料
円は各自払い。約 分程、それぞれの楽力で、自
由見学。法堂（はっとう）の天井画・日本最古と
いわれる禅庭等、リーダーからの事前資料のお蔭
で心地良く堪能。

そして、記念撮影と伊藤幹事長から一言いただき
「いざ鎌倉アルプス踏破ハイキン gu～」へ。
　青春時代に流行ったＢＧＭを‘音（おと）も’
に軽快な歩き。
秋商ペナントの意外な効果には驚いた。
行き交う見知らぬ旅人から「アラッ私、北高よ」
「秋田藩主はね～」「え～秋田から～」と、いろん
なお声掛けに大感激。これも伝統校たるゆえんの

なせる業…と納得。
「ハイ、ここが最後のＱ勾配難所です」？
…数回の難所ゲキに乗せられての富士山とのご対
面にも感動。…

　待望の手弁当昼食は 時。これが又楽しい。
ご夫婦（ 組）始め各自自由に自己・他者紹介。
そして「話食」がまたいい。和田前会長からの般
若湯は異袋に沁み、ガッコやオカズに舌鼓。
保坂ＯＢの「人生は , で生きる」…の深～い
お話は心に染みました。
　その後はユックリ下り、最後に瑞泉寺の岩庭や
お花の観賞でさらに心を磨く。
ラストは居酒屋‘魚民’で酒と飯の「神のオボシ
飯」を頂き乾杯！
楽しい楽しいハイキングでした（皆さん、有難う
ございました～）
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山 本 孝 造 さ ん を 偲 ぶ
高 期　佐　藤　聰　明

　元会長山本孝造さんのご逝去を悼みながら、お
元気な頃の当時を少し偲んでみたいと思います。
山本先輩は、旧制中学と新制中学の狭間に秋商で
勉強した戦中派の人でした。謹厳実直の人で容姿
は鼻筋が通り眼光鋭く、動画のアニメ・ムーミン
の格好いい伯父さんスナフキンの実像の様で、池
の畔で釣り糸を垂れ麦藁帽子を深く被り佇んだら
誰もが納得する絵になると思います。
やや丸くて肩幅のがっちりした姿には、相当スト
レスがたまっている様子が窺われ、何時も何時も
セカセカイライラを分厚い肩に背負っているんだ
なと思っていました。
　東京雄水会立ち上げ草創期に、柴辻正初代会長、
山本先輩、佐藤と 人で度々会合しました。柴辻
さんの暴走を必死で抑える姿は、わたしの目に焼
き付いております。山本先輩は公務員で、いわゆ
る丸サの男でした。ギョロリとした目は少しのこ
とでも見逃さないそのものでした。
　当初はお世辞ベタで、社交に不慣れで、お話は
断片的で面白みがなかった。固辞していた会長職
を受けてからめきめき馴染んで違和感が無くなり

ました。無駄の少ないご立派な会長さんでした。
後半はけやき会や秋高連にも持ち前の明晰な頭脳
で、お手伝い協力するまでに変貌しておりました。
　近年は会合にもあまり姿が無く、息子さんと開
設した生業（税理士会計士）がお忙しい事と勝手
に思い込んでいた処、ご逝去されていて既に御葬
儀を終えていると窺い仰天したところです。が、
スニーカーを履きウォーキング姿でリュックを背
負い、照れながらイヨ！なんて今でも眼前に現わ
れる気がします。そう在ってほしいが残念でなり
ません。
　現在ある東京雄水会総会の賑やかさは、こうし
た先輩がたの影ながらの智恵と努力の賜と、いま
フツフツと思い浮かべております。清廉潔白な
山本先輩の足は少し早すぎました。そちらでは、
ゆっくりのんびりと柴辻元会長さん他の諸先輩に
東京雄水会の現状をご報告願います。
　ご逝去を悼み悲しみを堪えながら少し当時を偲
んでみました。ご冥福を祈り合掌いたします。

（東京雄水会　元会長・現顧問）
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甲子園観戦記

秋田大会で奇跡の大逆転、甲子園で声高らかに校歌斉唱
高 期　阿　部　信　男

　第 回全国高校野球選手権大会・秋田大会は
年 月 日（火）秋田市のこまち球場で決勝

戦が行われ、秋田商が能代商に － で逆転サヨ
ナラ勝ちし、 年ぶり 回目の夏の甲子園出場を

決めた。
秋田商は 点リードされた 回裏、 死無走者か
ら連打などで驚異の粘りを見せ、奇跡の大逆転を
演じた。
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　今年の能代商は現校名で臨む最後の年（ 年
月から能代北と統合し能代松陽となる ) でした。

一方秋田商は 年に創立 周年を迎え、この年
の春に甲子園出場を果たしており、この勢いで夏
も優勝して 周年に花を添えようと挑んだが、決
勝戦で能代商に － の僅差で阻まれた。
年前と昨年の勝敗が逆であったら、お互い喜び

もひとしお「勝負のあや」では片付けられない複
雑な思いが両校に残った。
　さて、甲子園では全国 校中最後の出番となり、
秋田商の初戦は大会第 日二回戦、雨で一日延び
月 日（水）第 試合に、静岡県常葉橘を破っ

て一回戦を勝ち上がった福井工大福井高校と対戦。
一回表に 点を先制されたが、その裏すぐ相手投
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手の制球難にもつけ込んで、 点を奪い勝ち越し
に成功。
その後も加点し序盤で大量点を奪い、投手を近藤
から阿部の継投で － と快勝した。
勝敗の鍵は福井の菅原投手の『ナックルカーブの
見極め』と指示を出した大田直監督の『積極的な
待ち』の采配が的中し勝利を呼び寄せた。
　秋田商の夏の甲子園での初戦突破は、現ヤクル
ト石川雅規投手が達成して以来 年ぶり、アルプ
ス席の応援団は肩を組んで
「秀麗の山鳥海は　久遠の雪の影浄し・・・」
声高らかに最高の気分で校歌斉唱を行った。
　秋田商の二試合目は岡山の倉敷商と 月 日
（土）第 試合でベスト を懸けて対戦、ところ
が直前の第 試合が雷雨で 時間以上中断した影
響で、午後 時半開始予定が大幅に遅れ、午後
時 分開始のナイター試合となった。カラフルな
椅子が並ぶスタンド、緑鮮やかな芝生のグラウン
ド、高校球児が憧れる聖地甲子園で秋田商ナイン
が勝利に向かって躍動するのを祈ったが、一回表
に先頭打者本塁打で先制され、一回裏すぐに追い
付いたが、三回 点・四回 点と加点されて、相
手に主導権を握られたまま 回にも 点を追加さ
れ、 － で残念ながら敗れました。

初戦に続き、またも近藤－阿部の継投で粘ったも
のの打線が振るわなかったのが敗因。
今夏 回目の校歌斉唱は叶いませんでした。
　しかし、秋田商の激闘の 試合は、私たちに大
きな感動を与えてくれました。
立派に戦った選手諸君に感謝します。
そして、秋田から臨時列車やバスで応援に駆け付
けた生徒や保護者、首都圏の東京雄水会、ふるさ
と応援団、地元近畿県人会の皆さま、応援ご苦労
様でした。
　来年も熱夏の甲子園で『心の故郷「秋商」を　
いざや謳わん諸共に』と大きな声で校歌斉唱が出
来る事を期待しております。

　　　　　　　　　　　（ 年　熱夏）
◎編者注◎
阿部勇星投手は、 年度日本学生野球協会優秀
選手賞を受賞しました。
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「フレー・フレー秋田 ‼ 」
秋田ふるさと応援団　この 年

秋田ふるさと応援団　団 長　武　田　夏　男
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　平成 年末の全国高校サッカー選手権大会に出
場した秋商の応援にと、さいたま駒場球技場へ秋
商関係者のほか秋田県出身の皆さんがなまはげを
連れて多数駆けつけてくれました。これが契機と
なり、「秋田県の代表を学校の垣根を越えて、み
んなして応援しよう」と誕生した秋田ふるさと応
援団、その後多くの高校の仲間が加わり年々大き
くなっている。
そこでこの 年間の活動ぶりを紹介し、みなさん
の更なるご支援をお願い致します。

◎第 回チャリティの集い　　
　当応援団主催の「第 回チャリティの集い」が
昨年 月 日に日本青年館で開催された。
第 部は「スポーツ秋田・わがふるさと」のテー
マでのシンポジュウム。県出身の大学スポーツの
指導者や秋田を本拠地とする つのプロスポーツ
の社長・代表が出席、秋田のスポーツで地域を活
性化しようと熱く語ってくれた。　　
部は懇親・交流会。秋田出身のエッセイスト・

歌手・踊り子による語り・歌・踊りを楽しみ、地
元の銘店から提供の物産、秋田出身のスポーツ選
手・芸能・作家の皆さんからの色紙・お宝・著書
等の品々のバザーとチャリテイオークション。

なまはげと 名の参加者全員でふるさとへエー
ルを送った。尚皆さんからのご協力金は秋田魁新
報社を通して、秋田県高校体育連盟に寄附させて
もらいました。

◎夏の甲子園　　
　母校秋商、夏は 年ぶりの出場だ。ふるさと応
援団の秋高ＯＢが扮するなまはげも暑い甲子園
へ。残念ながら大会規定に反するとのことで応援
席から退場を命じられ外野席での応援となった。
準々決勝までは進めなかったが初戦は勝った。応
援席はオール秋田だ。秋商関係者の他、穂積秋田
市長も、近畿在住の秋田県人会のみなさんも。
みなさん本当にありがとう。

◎年末・年始は全国大会目白押し
① 月 日（日）の高校駅伝は男女共花輪高が出場。
② 同日開催のバスケットは男子・能代工、女子・
湯沢翔北、今年に限り広島で開催。
　会場へ行けずテレビ応援。
③ ラグビーは年末から新年にかけて大阪の花園で
秋工の出番だ。
　 関西のＯＢと供になまはげも応援 , 準々決勝ま
で勝ち上がる。
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④ 年末の首都圏ではサッカーだ。ここ 年間は西
目高だ。（常連秋商どうしたの？）三ツ沢球技
場で初戦突破ならず。
⑤ 明けて正月 日はさいたまスーパーアリーナで
の春高バレーに女子は由利高、男子・雄物川高
と昨年と同じ。応援席で組織立った応援が出来
たが残念ながら両校初戦で敗退。

◎春 月は ・ 日に日本武道館で柔道大会
個人戦は男女共に 階級ずつの 選手が県代表。
うち秋商選手は男子 名・女子 名計 名と大多
数を占めた。結果は全員初戦突破ならず。団体戦
は男子・本荘高、女子・湯沢翔北高共に 回戦で
敗退。全国大会の厳しさを痛感した次第。
がんばれ秋田。

◎全国高校選抜ラクビ―に秋田工　　
　 月 日から熊谷で開催。前年第 位の秋工は
東北第 代表として出場。期待に反し、予選リー
グで敗退。決勝トーナメントには大応援団でと計
画していたのに残念無念。

◎小学生チームは元気 ‼　
　　　　　　　全国ミニバスケットボール大会
　高校スポーツが期待通りの成績を挙げられない
でいる今回の秋田県代表。それを打ち破る嬉しい
秋田の小学生。 月 ・ 日に代々木体育館で第
回目の大会。今年初めて応援に行く機会に恵ま
れた。
秋田県代表は男子・日新小、女子・泉小（共に秋
田市）だ。この両チーム元気いっぱいな好チー
ム。男子は高知、茨城を破り 次予選を通ったが
千葉代表に敗れブロック第 位。女子は岡山に
勝ったが、愛知代表に惜敗。体格・スピード・
シュート力、小学生とは思えないレベルだ。将来
に期待したい、楽しみだ。

　今年は 月 日 ： から 回目の「チャリ
ティの集い」を計画しております。そして今年の
国民体育大会は東京で開催されます。みなさん一
緒に応援に行こう。
　　　　　（東京雄水会　副会長　高 期Ｓ 卒）

運営委員会出席者（東京ふるさと館）
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け や き 会 活 動 報 告
（在京秋田市政情報交換会）

　「首都圏と秋田市との連携を更に密に」と今年も元気に活動 !!

秋田市内の高校同窓会と新屋郷土会の仲間で構成
し、当会の伊藤晶幹事長が 期 年務めた会長を
秋田南高の榎利美氏へバトンタッチした「けやき
会」、　皆さんのご協力により今年も活発に活動で
きました。平成 年度の活動状況を報告致します。
　⑴　 「浅草竿灯まつり in 浅草マルシェ 」の

応援ボランティア　 月 ・ 日（土・日）
　　　 於　浅草寺境内・オレンジ通り商店街他で

竿灯 本の演技中の周辺警備　東京雄水会
から伊藤晶・武田両名参加

　⑵　 けやき会ゴルフコンペ　 月 日（木）佐
倉カントリー倶楽部　参加者 名　

　　　東京雄水会から大川顧問他参加
　⑶　 在京秋田市政情報交換会　 月 日（水）

於　アルカディア市ヶ谷　出席者 名

　　　 東京雄水会から高 期西村守正氏はじめ
名出席　　　　　　　　

　　　① 穂積秋田市長の市政報告「秋田市この
年」

　　　②懇親交流会
　　　③秋田の物産品即売会
　⑷　 けやき会高尾山ハイキング　 月 日（土）

参加者 名
　　　東京雄水会から武田はじめ 名参加
　　　下山後名物のそばを肴に懇親会開催
　⑸　 けやき会機関紙かわら版「へばぁえぐどぉ」

月 日付け第 号発行
　⑹　 けやき会運営委員研修・親睦旅行　 月 ・

日　於「山中湖畔荘清渓」 校と秋田市
東京事務所長の 名参加　同窓会活動につ
いての意見交換と懇親（参加校の校歌合戦も）
　※ これらの計画立案と実行のため計 回の

運営委員会等の会合を実施しております。
　※ 楽しみたくさんのけやき会の活動行事に

はどなたでも参加できます。皆さん是非
ご参加ください。

けやき会運営委員・監査　　　
　高 期　武 田 夏 男　記
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秋　高　連
（在京秋田県高等学校同窓会連合会）

　在京秋田県高等学校同窓会 校で組織してい
る団体です。
加盟校は、県北 校、県央 校、県南 校です。
各同窓会の垣根を越えて交流し会員の親睦とふ
るさと秋田への支援を基本理念としております。
発足してから今年で 年です。
　東京雄水会からは役員として岸本六蔵、運営
委員として夏井洋二、代議員として武田夏男・
川口輝司が参画しております。
　構成組織による関東地区における秋田県高校
出身者の受け皿、更なる相互交流を深めパワー
アップを目指しております。
　毎年行事として、 月「総会」を開催（約
名参加）、 月「ふるさと訪問」（約 名参

加）として県内の高校を訪ね研修と連携を図り、
月には最大のイベント「フェスタ」開催（約
名参加）を実施しております。

　これ等の行事は参加自由です。東京雄水会事

務局では適宜皆さんに連絡をしております。是
非大勢の参加を期待します。

担　当・　岸　本　六　蔵
連絡先・　E-mail：kishimoto @gmail.com
携　帯・　 － －

エール（応援団長武田夏男氏） バスケット男子　能代工
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秋田商業高校　平成 年度の主な出来事（抜粋）
 .  　入学式（ 名、男子 名・女子 名）
 .  　対面式・生徒会機構説明・部活動紹介
 . ～ 　応援歌練習（ 年生）
 . 　雄水会近畿支部総会（校長出席）
 . 　開校記念日（ 周年）
 . 　 生徒総会・開校記念講演　演題「進化と

継承」　講師　㈲佐藤養助商店　
　　　 代表取締役　佐藤正明氏（高 期）
 . ～ 　いじめ調査
 . 　職員研修会
 . 　秋商雄水会総会
 . ～ 　校内球技大会（体育館）
 .  　 東北六県商業教育研究大会　（仙台市）
　　　 全体会発表　経営情報分野「発想力を養
　　　 うプログラミング教育」 教諭 小西　一幸
 .  　 第 回国体秋田県選手団結団式（秋田市

文化会館）
　　　 年生全員及び団体参加生徒 名・職員 名
 .  　バック トゥ ザ センター（秋田市地域産業祭）
　　　 於 エリアなかいち　 年　課題研究　参加
 . 　教職 年経験者研修（商業科：秋商会場）
 . 　薬物乱用防止教室　 年生　（講堂）
　　　 講師　学　校　薬　剤　師　川村浩樹
　　　 　　　秋田中央警察署少年係　高橋優子
. ～ 　ビジネス実践・キッズビジネスタウン

　（ 日）　勝平小学校・出戸小学校　 年生
　（ 日）　一般公募　 ～ 年生
.  　ビジネス実践　ＡＫＩＳＨＯＰ
　　　　（セリオン・土崎元町商店街）
. 　生徒商業研究発表大会（秋田市 ジョイナス）

　　　 秋田商業　奨励賞
. 　ビジネス実践最終報告会
. 　 中高連携授業　本校教員による国語・数

学・社会・英語の出前授業　勝平中学校
で実施

.  　指導主事来校　市教委学校教育課　 名
　　　 県教育庁高校教育課　商業･英語科　各 名
. 　 第三回職員研修「けが等の救急対応につ

いて」
. 　環境大臣賞受賞式　（東京で校長が受賞） 
　　　   「本校ユネスコスクール班の温暖化防止に

　　　 向けた活動に対する評価」
. ～ 　就職支援講座（ 年生対象）
. 　 全国高校生金融経済クイズ選手権「エコ

ノミスト甲子園」秋田大会（県庁 階）　
準優勝

. 　芸能発表会（本校体育館）
　　　 年　合唱　 年　ダンス　 年　寸劇
. 　秋田県教育庁・秋田市長　表敬訪問

　　　 全国高校レスリング米国遠征日本代表
　　　 吉川　航平（米国・オレゴン州へ遠征）
. 　第 回秋田商業高校吹奏楽団定期演奏会

　　　 （秋田県民会館）
 .  ～ 　ビジネス実践　ユネスコスクール班

スタディーツアーの一環として（ 年女
子 名）ネパール共和国（カトマンズの
孤児院等）での支援活動に参加

 .  ～ 　全国高校レスリング米国遠征日本代表
　　　     吉川　航平（米国・オレゴン州へ遠征）
 . 　前期選抜受付 定員 名 出願 名 （ . 倍）
 . 　秋商雄水会新春賀詞交歓会（ 名参加）
 . 　 年度日本学生野球協会優秀選手賞受賞
　　　 高校野球の部　硬式野球部　阿部勇星
 . 　雄水会市役所支部総会（ 名出席）
 .  　雄水会本荘由利支部総会（ 名出席）
 .  　前期選抜合格発表　 名合格
 .  ～ 　第 回秋田県教育研究発表会
　　　  情報教育の分野「発想力を養うプログラミ
　　　 ング教育」　発表　秋商教諭　小西一幸
　　　 ふるさと教育・キャリア教育の分野
　　　 「秋商ビジネス実践の取組」　
　　　 発表 秋商教諭 保坂　徹・櫻庭咲子
 . 　 一般選抜受付（定員 名　出願 名・

. 倍）
 . 　 勝平地区小・中・高学校連絡協議会・学

校間連携事業　勝平中 年生来校商業科
目 ･体験授業

 . 　平成 年度秋商雄水会新入会員入会式
　　 　献血等表彰式・ 年生を送る会
 .  　卒業式（男 名・女 名・計 名）
 . 　一般選抜合格発表
　　　 （合格者 名：男子 名・女子 名）
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東京雄水会会報 号の歴史
※転載文は、字数削減のため言い換え等があります。

（文中：敬称略）

◎　草　創　期
　東京雄水会は、昭和 年 月 日（以後、昭和
＝ S）に第一回総会を開催以来、今年 周年にな
るが発会式の印刷物等はなく、S . の総会資料が
現存する最も古い資料である。
会報第 号は、S . . に発行され、総会次第・
経過報告・決算・予算のほか、本会発足の経緯が
記述された柴辻会長の「会報発刊のことば」等
名の寄稿・「太平山」など 社の広告が掲載され
た全 頁の会報として相応しい体裁である。
　「会報発刊のことば」の一部“ ・ 年前梅田
教頭が上京し、東京支部が活動するようにしてく
れと言ってきたので、急遽同級会を開き先生を交
えて懇談し後日回答することとした。その後、当
時の会長を含む 人で一杯呑み話ても何の結論も
なくウヤムヤに終わっていたが、各地の支部活動
が活発に推移しているとの催促があったため、前
記の 人等と会合し会長引継ぎの手順に入った。”
号（S 年度・S . ）も同様の内容であるが、
号（S 年度・S . ）は、会長等 名の寄稿が

あるものの 頁に縮小、 ・ 号の表示がない
S ･ 年度は 頁の単なる総会資料となった。
号と表示の S 年度（S . ）に会長の寄稿が

復活すると共に、はじめて会則が掲載された。
この年、母校は創立 周年を迎え、梅林の記念植
樹が計画され植樹募金が実施されている。
　総会時期・会計期間の変更に伴い、S 年度が
S 年度と 年度に糾合された。発行は総会開催
日であり S . 以降は、 月に定着した。

◎　開　拓　期
号（S .） 頁で、 周年記念行事や甲子園の

記事等があり広告が復活した。
号（S .） 頁で広告はなく、秋高連発足準備

会では“東京で開催される大会に県内の高校が出
場する時は、学校毎の垣根を取り払ってみんなで
応援することを申し合わせた。”とあり、現在の

「秋田ふるさと応援団」の活動を目指していた。
　また、東京雄水会は“S . . に創立総会を開
催した。”“S . に年々増加する会員を的確に把握
して、使命を成し遂げようと再建された。”とあり、
他の稿には“東京雄水会は古くから断続的には開
かれていたが、S . の母校創立 周年当時は名の
みの存在となっていた。” と記され、産声を上げ
てから 年になり、再建時を発足としている。
　 ～ 号（ 号＝記念特集号を除く）までは
頁で、表紙は 号から同じデザインである。
号（S .）在京秋田県高校同窓会連絡会特集と

して、発会式及び第一回総会の秋田魁記事と総会
出席者全 校 名の名簿を掲載。
県産品の推奨・県物産東京販売所の紹介が特徴。

号（S .） ～ 回総会の詳細を掲載。
号（S .） . . 秋田市東京事務所開設披露

宴が全共連ビルで開催され、初代所長に石井仁
（秋商 S . 卒）が就任した。
雄水会本部の常任理事会で、本会の名称を雄水会
○○支部と変更することを決定したことの可否に
ついて、S . . 役員会を開催し“在京他校同窓
会との振合もあり、「東京雄水会」の名称を変更
しないことに決定し、書面で報告した。”

号（S .）“俳句の同好会を作りませんか”“ゴ
ルフ同好会発足準備のご案内”を掲載。

◎　充　実　期
号（H元）“俳句同好会の第一回句会参加者

名の句を掲載。年 回の集合句会・毎月 句投
句による通信句会を行う。”“雄球会は第一回ゴ
ルフコンペを . に 名参加して開催、第二回を
. に開催する。”と報告。ソウル五輪レスリン
グで kg 級金の佐藤滿（S . 卒）・ kg 級銀の
太田章（S . 卒）が故郷・母校凱旋の魁紙面を紹介。

号（H .）母校創立 周年記念総会に当り、
本会の運営に常任役員として ～ 年勤続した
名が学校長から表彰されることとなった。
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元年 月、秋田市政 周年ツアーが本会会員
名を含む 名が参加して実施された。

号（H .）母校創立 周年記念特集号。柴辻
正会長「会報別冊刊行にあたり」の一部“母校創
立 周年記念に当り、本会再開以来 年になるた
め記念事業の一環として、役員に題材自由で原稿
を募集した処 編の投稿があり、通常会報の増頁
では難しいため、秋田市政 周年・俳句・ゴル
フ関連の 編を会報 号に 編を別冊とした。”

号（H .）に東雄句会会員 名の五句抄が初
掲載。H . . 石川錬治郎秋田市長主催による在
京高校同窓会との懇談会開催、本会から 名出席。

号（H .）柴辻正初代会長最後の会報。
第二代会長に山本孝造（S . 卒）を選出。
会則を改訂し新設した名誉会長に初代会長が、初
代幹事長に今野清宗（S . 卒）が就任。
柴辻会長「退任にあたり」の一部“S . 中絶し
ていた東京雄水会総会を再開してから 年の歳月
が過ぎた。”として、 ．総会のこと　 ．新就
職者追指導懇談会について　 ．県人会・秋高連
について等 項目に亘り流れを記述された。
“会報は 号となったが、この様な冊子になった
のは S 年の 号からです。今後は新構想により
継続して頂きたい。”と結んでいる。

◎　第二代・第三代会長就任
号（H .）表紙のデザインが変り、 号まで

は 頁で、 ～ 社の広告が掲載された。
　山本孝造「会長就任にあたって」の一部“同窓
会は年寄りばかり、とか、何らの益も得られない
などと耳にするが、そう思ったら若いあなたがク
ラスメートを誘って来れば逆の現象になる。ビジ
ネスチャンスが広がり、先輩の経験談の中からも
参考になることを得られる。若い期の人の参加を
如何に展開するか、組織の強化充実が重要だ。”

号（H .）、山本孝造会長退任・第三代会長に
大川与四郎（S . 卒）を、初の女性副会長選出。
H . . 会員名簿完成、総会欠席返信者に送付。
   . . 　秋田市高校連合会設立会議（準備会略）
      . 　秋田市「けやき会」第一回運営委員会
山本孝造会長「退任のあいさつ」の一部“総会運
営の幹事を本部では同数期で行い各期のアイディ
アで見事な運営をしている。東京では今一つ不安
でしたが、同期会を各々盛大に行っているとのこ
と、今後は同数期から役員に入って運営に協力し
て頂ければ、もっと活発化すると思う。”

号（H .）表紙のデザインを変更、 頁に増
頁して全会員に配布することとし、印刷費用捻出
のため協賛広告を 社に増やす。
奥付が記され、編集を副会長金子信也が担当。
　大川会長「ごあいさつ」の一部“できるだけ多
くの会員・役員に意見を聞き、友好的な運営をし
たいため、総務・役員会・女性会員・広報・管理
業務を 名の副会長に割振った。会員の過半数は
女性であり女性の活性化なくして本会の発展はな
い。その積極的な参加を目指して来たが、大分良
い兆しが見えてきた。”Ｂ 判最終号となる。

◎　時はＡ判の時代
　いつからとは定かな記憶はないが、世の中の事
務文書が、Ｂ 判からＡ 判に移行していた。
　H . の春、当時広報担当で同期の故金子信也
（S . 卒）から『俺が会報の責任者になっている
んだけど手伝ってけれ…。』と電話があった。
最初の打合せで『これが去年のだ。』と、Ｂ 判
表紙共 頁の会報 号を出した。 行 字詰。

号まで続いた表紙デザイン
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小さな文字がギッシリ並んで余白がなく、広告は
最終頁近くの 頁に集中していた。
　「時代はＡ判だ。横書のまま文字を若干大きく、
Ａ 判 段組 行 字詰とし、写真・イラストを
増やす。広告は全体に散らす。」と提案。

号（H .）Ａ 判を導入。 頁に増頁し情報
量を大幅に拡大、これまでの定番記事、会長・校
長挨拶、東雄句会五句抄に加え“還暦……”がス
タート。他に 編の寄稿があった。また、総会資
料に加え母校の各クラブの主な成績、会則・役員
名簿を毎号掲載することにした。
　全日本マーチィングコンテストの写真を、東北
大会と合わせて 号まで毎号掲載している。

号（H .）“田村三郎氏（秋 期）逝く”の記事。
なぜ仙台のおやじが？“仙台で「おでん三吉」を
経営する故人は、雄水会仙台支部長を長年務める
と共に、秋商運動部の全国大会や東北大会のスタ
ンドには必ずと言っていいほど鉢巻姿の田村さん
の姿があった。また、本会の総会にはいつも仙台
から駆けつけて…”等と記され納得。

◎　飛　躍　期
号（H .）母校創立 周年記念号。表紙の写

真を変更し、カラー印刷とした。学舎の歴史（写
真）、秋商の沿革、歴代の校長（写真）、勝利の証（写

真）他、多彩な寄稿で ページとなる。記念講演
＝女優　佐々木愛。会則を全面改定し、事務局を
東京都内から幹事長宅に変更、顧問・相談役・評
議員を顧問に統一。総会の会場を東池袋の「かん
ぽヘルスプラザ東京」に定着、H . 民営化によ
り廃業するまでの 年間使用。大川与四郎会長退
任。第四代会長に佐藤聰明（S . 卒）を選出。

号（H .）発足 周年記念号。記念事業とし
て歴代会長（故柴辻・山本 ･大川）に感謝状・記
念品贈呈。記念講演＝女優　浅利香津代。 H . . 
柴辻正名誉会長が逝去。「柴辻さんを偲んで」を
山本孝造顧問が寄稿。「柴辻正さんを偲ぶ 会報掲
載文特集」を、手作りで別冊発行。 号から 号
に掲載の 編を収録。当時事務局に保管されてい
なかった ～ 号の掲載文は未収録である。

号（H .）恩師のご招待を開始。佐藤会長「総
会に当たって」の一部“昨年総会時に現執行部の
当面の目標として、 ．会員の掘り起こしと年会
費納入会員を 割・ 名確保…。 ．秋商雄水
会との関係を明らかにし、情報交換を密にするた
め…。 ．母校との情報交換…。 ．クラス会・
同期会・クラブＯＢ会・職場ＯＢ会の開催促進…。
．参加が少ない高 期以降の若い会員の帰属意

識を高め、…。の つを申し上げた。
　現在 , 名近い会員の所在が明らかになって
いる。今年からお願いしている総会担当期幹事の
企画効果に期待している。…”同期会の活動を、
高 ～ 期の 卒業期が報告。雄水会宮城県支
部・八郎潟支部の活動を紹介した。

号（H .）“昨年度を振り返って（現秋商の
主な出来事）”“校訓制定に当っての見解と解説”
“母校だより”と、母校の記事が多かった。
号から連載された小泉忠昭（S . 卒）の散歩コー

ス鎌倉の紹介が最終稿となった。
号（H .）第 回選抜高校野球に希望枠で

回目の出場、一回戦＝鳴門工 － で県勢 年ぶ
り勝利の波に乗り、 年ぶり前回に続くベスト
に輝き、本号の各頁に写真が踊った。佐藤聰明会
長退任。第五代会長浅間昭夫（S . 卒）を選出。

号（H .）編集責任者に阿部信男就任。浅間
会長「総会にあたって」の一部“秋田市建都
年記念式典及び同祝賀会に、けやき会の一員とし

号までの表紙デザイン



― 49 ―

て出席、他校関係者・秋田市との連携を深めるこ
とができ、貴重な体験であり収穫であった。これ
らの対外活動は、ハイキング…等のサークル活動
と並ぶ本会活動の両輪というべきものと考える。”

◎　楽しい「東京雄水会の集い」
号（H .）表紙を色紙とし、色は毎号変える

こととした。東京雄水会の歩み掲載。外山純（S .
卒）校長に就任。東京雄水会ホームページ開設。
総会を「東京雄水会の集い」と改称。
　夏・春連続甲子園出場。春の一回戦は、東海大
菅生（東京）に 回表まで － と大量リードさ
れながら、 ・ 回裏の猛攻で各 点を上げ －
と大逆転するも、 回表同点に追い付かれる。
粘りの秋商 回裏 点を加えて再リード。 回表
を守りきって － で勝利した。この試合には、
岸本現会長が応援バスツアーを企画し 名が参加、
帰りの車内は割れんばかりの盛り上がりだったと
いう。 回戦は延長 回 － で今治北（愛媛）
を退け、前々年に続きベスト に進出。

号（H .）逍遥歌・応援歌 曲、校舎変遷の
記録を掲載。レスリング全国総体で団体優勝。全
国高校サッカー選手権 年連続出場のスタート。

号（H .）秋田わか杉国体観戦記。卓球部同
窓会開催。異色のＯＢ紹介第一回「木の道具つく
り人」湊恭太（S . 卒）工房 経営。「東京雄水
会の集い」の会場を「霞ヶ関ビル・東海大学校友
会館」に移し、今日まで定着。浅間昭夫会長退任。
第六代会長に和田武男（S . 卒）を選出。

号（H .）和田会長「ご挨拶」の一部“秋商
の進学率が ％を超え、最終卒業が秋商ではなく
なり、嘗てに比べ「母校愛」が希薄になりつつある。
「雄水会は秋商の財産」という信念で、本会の更
なる発展を期して、役員一同結束して組織の強化
と活性化に取り組む。”異色のＯＢ紹介第二回「剣
道 段昇段にあたり」八木沢誠（S . 卒）

号（H .）母校創立 周年記念号。表紙を秋
商カラーで印刷。秋商の沿革（校舎跡地の碑 ･写
真）・歴代の校長先生（写真）・学び舎の変遷（写
真）。古稀の記念にヒマラヤを歩いて。「卓球部東
京ＯＢ会」発足。全国高校サッカー選手権大会
回出場あれこれ。

号（H .）発足 周年記念号。歴代の会長
（写真）、東京雄水会のあゆみ（抜粋）。記念事業
として、歴代会長（佐藤・浅間）、発足以来会報
発行に貢献した湊谷通延顧問（S . 卒）に感謝
状・記念品贈呈。母校に記念品として「けやき製
長椅子 脚と花台一対」の目録を贈呈。
来賓　穂積秋田市長他けやき会参加校等 名。
特別寄稿　秋商雄水会会長　米澤實＝祝 年『不
易・流行』。秋田市東京事務所長　千葉孝之＝東
京雄水会発足 周年に寄せて。東京秋工会会長　
三平俊悦＝東京雄水会発足 周年を祝して　父・
秋商 期卒　学生時代。雄水会近畿支部長　石黒
隆＝東京雄水会と、秋商と、私と！。雄水会宮城
県支部長　宇佐美公昭＝震災雑感。
異色のＯＢ紹介第三回「高級呉服会社勤務の後農
業経営」大澤（旧性小出）誠（S . 卒）。「秋田ふ
るさと応援団」結成。全国高校サッカー選手権
年連続出場・連続一回戦敗退、以後 年出場なし。

号（H .）H . . 発足 周年記念品贈呈
式を母校講堂で全校生徒の前で開催。作者湊恭太
「横長椅子に込めた思い」の一部“今回の作品は、
しばらくはただの木の道具だと思う。しかし本物
の木の品物は使うほどにそれが生きてくると信じ
ている。今後多くの生徒が座り・触れ・大いに笑
い・考え・思い悩み・時には泣き、多くの方々と
その大きな木に座り、心をつなぎ合わせ、四季を
繰り返し、時が巡る中でこの椅子は秋商の姿に
なってゆく物と考える。”異色のＯＢ紹介第四回
「錦糸町で寿司店経営」宇佐美守（S . 卒）。和田
武男会長退任。第七代会長に岸本六蔵を選出。

文責　幹事長　伊　藤　　　晶（高 期）

号に初掲載　第 回全日本
マーチングフェスティバル東北大会（優秀賞）
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東 京 雄 水 会 会 則

第  条 （名　　　称） 　
　　 本会は東京雄水会と称し、 秋田市立秋田商業
高等学校同窓会東京支部を構成する。 

第  条 （目　　　的） 
　　 本会は、会員相互の融和・親睦の向上を図り、

同窓会本部との連携を緊密にし、母校の発展
に資することを目的とする。 

第  条 （事　務　局） 
　　 本会の事務局は、幹事長宅に置くことを原則

とする。 

第  条 （事　　　業） 
　　 本会は、会報の発行及び会員名簿の整備を行

うほか、第 条の目的達成のために必要な事
業を行う。 

第  条 （会　　　員） 
　　 本会は、東京首都圏内に居住する、秋田市商

業学校・土崎商業学校及び秋田商業高等学校
を卒業した者及び在学した者を普通会員とし、
同校の職員であった者を特別会員とする。 

第  条 （役　　　員） 
　　本会に、次の役員を置く。 
　　　⑴　会　　長　 　名
　　　⑵　副 会 長　若干名
　　　⑶　監　　査　 　名
　　　⑷　幹 事 長　 　名
　　　⑸　常任幹事　若干名
　　　⑹　幹　　事　若干名

第  条 （役員の任期） 
　　役員の任期は 年とする。 
　　但し、再任は妨げない。 
　　 ．  補充された役員の任期は、前任者の残任
　　　　期間とする。 
　　 ．  役員は、 任期が満了しても次期役員が就
　　　　任するまでの間は、 その任務を続けなけ

　　　　ればならない。 

第  条 （役員の任務）
　　役員の任務は、次の通りとする。 
　　　⑴　会長は、本会を代表し会務を総理する。
　　　⑵　 副会長は、会長を補佐し会務を分掌す

ると共に、会長に事故ある時は、その
任務を代理する。 

　　　⑶　監査は、会務及び会計を監査する。 
　　　⑷　 幹事長は、日常業務及び会計を処理し

常任幹事及び幹事を統轄する。 
　　　⑸　常任幹事は、日常業務を分掌する。 
　　　⑹　幹事は、 同期の会員を掌握する。 

第  条 （顧　　　問） 
　　本会に、 顧問を若干名置くことができる。 
　　 ．顧問は、役員会の推薦に基づき、会長が
　　　　委嘱する。
　　 ．顧問は、会長の諮問に応える。 

第  条 （機　　　関） 
　　本会に、 次の機関を置く。 
　　　⑴　総　　　会
　　　⑵　役　員　会

第  条 （総　　　会） 
　　 総会は、 本会の最高議決機関とし、 毎年 回

定期的に開催するほか、 役員会が必要と認め
たときは臨時総会を開催する。 

　　 ．次の事項は、 総会の付議事項とする。 
　　　⑴　活動報告
　　　⑵　収支決算報告
　　　⑶　収支予算案
　　　⑷　役員選出
　　　⑸　会則の改廃
　　　⑹　その他役員会が必要と認めた重要事項

第  条 （役　員　会） 
　　 役員会は、総会に次ぐ議決機関とし、本会の

重要事項を審議・処理する。 
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慶　 弔 　規 　程

　本会の慶弔に関する業務を公正に遂行するため、
この規程を定める。 
　 ．本会から出費する祝い金は次の通りとする。 
　　⑴　 叙勲又は社会的な貢献により、 国から表

彰若しくは褒章を受けた者に対して
…………………………………… , 円

　　⑵　 他の支部又は他校の同窓会総会等に招待
され出席する場合    ……………… , 円

　 ．  本会から出費する弔慰金等は次の通りとす
　　　る。 
　　⑴　会長経験者及び現職の会長

　　　　弔電＋生花又は花輪 基＋香典 , 円
　　⑵　 会長経験者以外の顧問及び副会長・監査・

幹事長・常任幹事
　　　　弔電＋生花又は花輪 基＋香典 , 円 
　　⑶　上記 ・ に該当する者以外の会員

…………………………………………弔電
　　⑷　 その他、 特に必要と認められるものにつ

いては、 会長の判断により対応する。 
この規程は、 平成 年 月 日から施行する。 
この規程は、 平成 年 月 日から改定施行する。

会報永久保存規程

　本会の歴史を綴る会報を適正且つ永久に保存す
るため、この規程を定める。 
　 ．永久保存する会報の部数は、原本 部及び
　　　合冊製本したもの 部とする。 
　 ．保管場所は、次の通りとする。 
　　⑴　原本は、事務局とする。 
　　⑵　 合冊製本したものは、母校 部及び会長・

会報編集責任者各 部とする。 
　 ． 役員が変更された場合は、これを引き継ぎ
　　　役員会に報告するものとする。 
　 ． 幹事長は、毎年発行した会報 冊を永久保
　　　存用として保管し、 年毎に 部合冊製本
　　　しなければならない。 
この規程は、平成 年 月 日から施行する。 

会 計 処 理 規 程

　本会の会計処理業務を継続して適正に遂行する
ため、この規程を定める。 
　 ．収入・支出の会計処理は、総額計上とする。 

　 ．出金は、領収書と引換えに行うものとする。 
　 ．  領収書は、Ａ 判の台紙 枚に付き 枚を
　　　貼付し、出金の順に綴ることを原則とする。

第  条 （招集・議決） 
　　 総会及び役員会は、会長が招集し、議長は会

長が務める。 
　　 ． 議事は、すべて出席者の過半数を以って
　　　　決する。 

第  条 （会　　　計） 
　　 本会の経費は、会費・寄付金及びその他の収

入を以て充てる。 
　　 ．本会の会費は、年額 , 円とする。
　　　　但し、卒業後 年間は会費の納入を免除

する。

第  条 （会 計 年 度）
　　 本会の会計年度は、 月 日から翌年 月

日までとする。 

第  条 （附　　　則） 
　　 この会則は、昭和 年 月 日から施行する。 
　　 （ ．～ ．省略） 
　　 ． この会則は、平成 年 月 日から一部
　　　　改定施行する。 
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　 ．感熱紙のレシートは、時の経過により印字
　　　が消滅する可能性が高いため金額を赤書す
　　　る。 
　 ．入・出金は全て入金又は出金の順に振替伝
　　　票に記載し、出納帳・補助簿・元帳に転記
　　　する。 
　 ．勘定科目及び仕訳内容は、次の通りとする。
　　　但し、特に必要な場合は役員会で決定する。 

収　入　の　部
　 ．総会会費…表示額を超える部分は寄付金と
　　　する。
　 ．年 会 費…振替手数料の上乗せ納入部分は
　　　事務通信費の戻りとする。 
　 ．寄 付 金…⑴～⑶の合計
　　⑴　 一般寄付金…総会等の祝い金・特定外の

寄付金
　　⑵　○○部寄付金…特定の募集寄付金
　　⑶　応援寄付金…応援費特定の募集寄付金

　 ．広 告 料…会報等の広告掲載料
　 ．雑 収 入…受取利息他  ～  に該当しないもの

支　出　の　部
　 ．総会費…会場費・講師・記念品等の直接費用
　 ．会報費…印刷製本費
　 ．会議費…総会以外の諸会議費用
　 ．事務通信費…総会 ･会議の案内 ･資料 ･会
　　　費納付 ･寄付依頼作成費 ･会報を含む送料
　　　 ･振替手数料
　 ．名簿整備費…名簿修正・登録委託料
　 ．寄付交付金…⑴⑵の合計
　　⑴　サークル活動…各サークルの活動費補助
　　⑵　○○部寄付…特定募集寄付金の納付
　 ．応援費…母校の応援・激励費用
　 ．渉外費…慶弔費・他団体の会費･祝金･広告費
　 ．記念事業費…周年記念等の特別事業費
　 ．雑　費… ～ に該当しないもの
この規程は、 平成 年 月 日から施行する。  

  Ｍ Ｅ Ｍ Ｏ
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　　　役　　　員　　　名　　　簿
　　　　　　　　　　　　　　　　（平成 年 月～平成 年 月）  　　　　  　　　　 　※は新任者

顧　　問　　　　　　湊谷　通延（秋 ）　大川与四郎（高 ）　橋本　隆一（高 ）　佐藤　ぎん（高 ）
　佐藤　聰明（高 ）　佐藤　剛男（高 ）　浅間　昭夫（高 ）　今野　清宗（高 ）　和田　武男（高 ）
　佐々木　武（高 ）　加藤　和子（高 ）　佐藤美智子（高 ）
会　　長　　　　　　岸本　六蔵（高 ）
副 会 長　　　　　　武田　夏男（高 ）※伊藤　　晶（高 ）　阿部　信男（高 ）　夏井　洋二（高 ）
　川口　輝司（高 ）　森山　明美（高 ）　伴　　　香（高 ）
監　　査　　　　　　柴辻　清治（高 ）　石田　健悦（高 ）　
幹 事 長　　　　　※畑澤富美夫（高 ）
常任幹事　　　　　　丹波日出夫（高 ）　藤林　光雄（高 ）　遠藤　武二（高 ）　松岡　悦子（高 ）
　宮野　精一（高 ）　柏谷　淳子（高 ）　佐々木続男（高 ）　安藤　　勝（高 ）　佐藤　　満（高 ）
　木田橋　誠（高 ）　神馬美代子（高 ）
幹　　事　　　　　　佐々木　博（高 ）　黒沢　登姓（高 ）　保坂　三郎（高 ）　渡部　義春（高 ）
　高橋　愛子（高 ）　田口　紘子（高 ）　箕輪　　勉（高 ）　石田　京子（高 ）　山上　和徳（高 ）
　小玉千代志（高 ）　鈴木　正之（高 ）　細谷　　斎（高 ）　阿部　　誠（高 ）　三浦智惠子（高 ）
　大沢　弘子（高 ）　竹内　繁雄（高 ）　安藤　政司（高 ）　伊藤　峰男（高 ）　川合タミ子（高 ）
　進藤　紀夫（高 ）　増田　玲子（高 ）　石代　　強（高 ）　伊藤　純悦（高 ）　秩父　良三（高 ）
　永井　秀悦（高 ）　横山　節子（高 ）　菊地　正義（高 ）　長野　悦子（高 ）　足利　道夫（高 ）
　落合由津子（高 ）　松野　正志（高 ）　稲岡　春夫（高 ）　大橋　弘幸（高 ）　西岡久美子（高 ）
　丸藤田鶴子（高 ）　細谷美貴男（高 ）　大澤　　誠（高 ）　細貝　裕子（高 ）　鎌田　　勝（高 ）
　嶋田久美子（高 ）　工藤　輝雄（高 ）　竹内　律子（高 ）　土田　久子（高 ）　中野　　都（高 ）
　細谷　　武（高 ）　鈴木　敏子（高 ）　岩佐　礼子（高 ）　太田　　守（高 ）　佐藤　　洋（高 ）
　五十嵐聖一（高 ）　千葉　信也（高 ）　戸田　明子（高 ）　高橋　　司（高 ）　寺嶋万里子（高 ）
　布施　弘之（高 ）　福井　和子（高 ）　本間　直人（高 ）　内田ゆかり（高 ）　大友　英春（高 ）
　佐々木幸栄（高 ）　須藤はるか（高 ）　伊藤　和樹（高 ）　工藤留美子（高 ）　佐藤　　寿（高 ）
　佐藤　　雄（高 ）　白水　信美（高 ）　川野美奈子（高 ）　斉藤　　歩（高 ）　増子　政子（高 ）
　湊　　恭太（高 ）　木内　雅也（高 ）　菅原恵美子（高 ）　江川　政幸（高 ）　橋本　信二（高 ）
　相場　文香（高 ）　横内由希子（高 ）　広川　直人（高 ）　佐藤　珠実（高 ）　森澤　弘光（高 ）
　見原　慈子（高 ）　山内マリ子（高 ）　斉藤美香子（高 ）　沢里　春美（高 ）　畠山　智浩（高 ）
　藤嶋　大久（高 ）　石黒　祐介（高 ）　京増　　麗（高 ）　佐藤　正和（高 ）　進藤恵里子（高 ）
　木村　幸治（高 ）※佐々木　渉（高 ）　渡邉　　渉（高 ）※佐々木大輔（高 ）※佐藤　大介（高 ）
　石塚　真紀（高 ）　長谷部那征（高 ）　川村　裕介（高 ）　三浦さやか（高 ）　浅野　悠一（高 ）
　阿部　和人（高 ）　高橋　　梓（高 ）　田山　裕紀（高 ）　小玉　雄飛（高 ）　高橋　れな（高 ）
　松橋　佑矢（高 ）　石垣　　諒（高 ）　伊藤　駿希（高 ）※鈴木　梨乃（高 ）※渡部　　茜（高 ）
　伊藤　智博（高 ）　川和田麻由（高 ）　下間　卓己（高 ）　小野　紫織（高 ）※田口　栄喜（高 ）　
　浅利　桃香（高 ）　進藤　真純（高 ）　杉舘　　彩（高 ）　永作　直樹（高 ）　池田　萌子（高 ）
※石岡　未来（高 ）※近江谷　慎（高 ）※佐藤　知武（高 ）※菅原　啓太（高 ）
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物 故 者 　平成 年の総会以降に判明または寄せられた、会員の訃報は次の通りです。

　　　川連　　武（秋 ）　　安倍　清治（秋 ）　　瀧田　利一（秋 ）　　幸野　俊雄（土 ）　
　　　橋本幸之助（秋 ）　　加賀　　実（秋 - ）　高橋　六松（秋 ）　　小島　　武（高 ）　　
　　　金子　信也（高 ）　　佐藤　幹雄（高 ）
　　　■謹んでご冥福を、お祈り申し上げます。

　※転居・訃報等の情報は、事務局または役員へご連絡ください。

秋田商業高校の所在地
〠 -

秋田市新屋勝平台 －
TEL  - -

FAX - -

東京雄水会　組織図
総　　　会

（東京雄水会の集い）

顧 問 団

監　　査

渉外担当
秋高連担当
 役岸本　六蔵
 運夏井　洋二
 代武田　夏男
 〃川口　輝司
けやき会担当
 役武田　夏男
 運伊藤　　晶
マスコミ担当
  阿部　信男
他校同窓会担当
  伊藤　　晶

柴辻　清治
石田　健悦 武田　夏男　　伊藤　　晶　　阿部　信男　　夏井　洋二

川口　輝司　　森山　明美　　伴　　　香

◎畑澤富美夫
○伊藤　　晶

◎森山　明美
　伴　　　香
　松岡　悦子
　柏谷　淳子
　神馬美代子

◎大川与四郎
○松岡　悦子

◎鈴木　達雄
○佐々木進三

◎畑澤富美夫 ◎和田　武男

◎阿部　信男
　川口　輝司
　夏井　洋二
　森山　明美

◎夏井　洋二
　武田　夏男
　川口　輝司
　宮野　精一

◎団　長
　武田　夏男
○副団長
　安藤　政司
　遠藤　武二
　菊地　　昇

◎夏井　洋二
　岸本　六蔵
　伊藤　　晶
　松岡　悦子
　柏谷　淳子
　佐藤　　満

◎畑澤富美夫
○森山　明美
○川口　輝司

◎森山　明美
　夏井　洋二
　伴　　　香

◎畑澤富美夫

　各 期 幹 事

会　　長

役 員 会

幹 事 長

経 理 担 当 名 簿 担 当 議事録担当

副 会 長

事 務 局

女性担当

サークル活動

集い担当

ΟＢ会等
部活ΟＢ会 職場ΟＢ会同 期 会

各期幹事 各クラブΟＢ 各職場のΟＢ

東雄句会（俳句） 雄球会（ゴルフ） 東雄文化部（観劇等） 東雄ハイキング 東雄囲碁同好会

ＨＰ担当 応援担当 応 援 団 会報担当

岸本　六蔵

畑澤富美夫

平成 25年６月 15日作成
（◎印は責任者・○印は補佐・事務局
 運は運営委員・代は代議員・役は役員）

◎岸本　六蔵
　（分担は別途検討）
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　今号から編集責任者として会報製作に携わる事
になりましたが、実際には ～ 件の原稿集めを
しただけになりました。
　我々役員の活動のひとつに、首都圏で開催され
る全国大会出場クラブの陣中見舞・激励訪問があ
ります。昨年 月 日に珠算部激励の指令を受け、
大井町のホテルを訪問しました。顧問の渡辺先生
とは前年もお会いしており話も弾みましたが、
人の女生徒さん達は最後まで緊張気味でした。恐
い先輩に見えたのでしょうか。優しいおじさんな
んですが…。種目別の読上算で 等に入ったとの

報道。良くやった！母校の後輩の活躍は嬉しいも
のです。今年も激励訪問出来ますようお待ちして
おります。会報を担当するようになり、今まで以
上に各クラブの成績をチェックするようになりま
した。後輩達は頑張っているようですが、私の所
属した軟式野球部の活躍が最近聞こえてこないの
が残念ですが…。
今回の会報は第 号。伊藤幹事長の御指導の許今
後とも努力して参りますので、よろしくお願い致
します。　

編集責任者　夏　井　洋　二（高 期）



東京雄水会　会報　第40号
平成 年 月 日  　 発行

　発　　　行　東京雄水会（秋田商業高校同窓会東京支部） 
　発行責任者　会　　長　 岸　本　六　蔵（高 期） 
　編集責任者　副 会 長　 夏　井　洋　二（高 期） 

　東京雄水会に関するお問い合わせは
　　　　　　　幹 事 長　 畑　澤　富美夫（高 期） 
　　　　　　　〒 - 　川口市飯塚 - - -
　　　　　　　T E L　    -    -    
　　　　　　　　 FAX　    -    -    
　　　　　　　E-mail : info@akisho-tokyo-yusuikai.jp
　ホームページ　http://akisho-tokyo-yusuikai.jp/

　印　　　刷　株式会社　新 　生 　社 
　　　　　　　〒 -  新宿区原町 -
　　　　　　　TEL - - 　FAX - -




